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 １     評  価  ⽅  法                                                                                                       

 宮  崎  市  公  ⽴  ⼤  学  法  ⼈  評  価  委  員  会  は、  公  ⽴  ⼤  学  法  ⼈  宮  崎  公  ⽴  ⼤  学  （以  下、  ｢  公  ⽴  ⼤  学  法  ⼈  ｣ 
 と  い  う。）  が  作  成  し  た  業  務  実  績  報  告  書  を  基  に、  法  ⼈  の  意  ⾒  を  聴  取  し、  下  記  の  と  お  り  評  価  を 
 ⾏っ  た。 

 ◯     評  価  の  構  成                                                                                                 
 「項  ⽬  別  評  価」  と  「全  体  評  価」  に  よ  る。 

 ◯     項  ⽬  別  評  価  の  ⽅  法                                                                                        
 中  期  ⽬  標  に  掲  げ  る  ８  つ  の  ⼤  項  ⽬  ご  と  に、  以  下  の  ５  段  階  に  よ  り、  実  施  状  況  を  評  価  す  る。 
 な  お、  特  筆  す  べ  き  点  や  遅  れ  て  い  る  点  に  つ  い  て  は、  取  組  の  概  要  を  記  述  す  る。 

 （中  期  ⽬  標  に  掲  げ  る  ８  つ  の  ⼤  項  ⽬） 
 ①  教  育  に  関  す  る  ⽬  標        ②  研  究  に  関  す  る  ⽬  標        ③  地  域  貢  献  に  関  す  る  ⽬  標 

    ④  国  際  化  に  関  す  る  ⽬  標     ⑤  業  務  運  営  の  改  善  及  び  効  率  化  に  関  す  る  ⽬  標 
    ⑥  財  務  内  容  の  改  善  に  関  す  る  ⽬  標 

 ⑦  ⾃  ⼰  点  検‧  評  価  及  び  情  報  公  開‧  提  供  に  関  す  る  ⽬  標     ⑧  ⼤  学  改  ⾰  に  関  す  る  ⽬  標 

 （評  価  基  準） 

 評  価  （事  業  年  度）  評  価  （中  期  ⽬  標  期  間）  判  断  の  ⽬  安 

 Ｓ 

 中  期  計  画  の  進  捗  は 
 優  れ  て  順  調 

 Ｓ 

 中  期  ⽬  標  を  ⼗  ⼆  分  に 
 達  成  し  て  い  る 

 ‧  「個  別  記  載  事  項  ご  と」  の  評  点  の  平  均  値  が  4.3  以  上  で 
 あ  り、  か  つ、  顕  著  な  実  績  や  特  に  優  れ  た  成  果  が  あ  る 
 と  評  価  委  員  会  が  認  め  る  場  合 

 Ａ 

 中  期  計  画  の  進  捗  は 
 順  調 

 Ａ 

 中  期  ⽬  標  を  ⼗  分 
 達  成  し  て  い  る 

 ‧  「個  別  記  載  事  項  ご  と」  の  評  点  の  平  均  値  が  3.5  以  上 
 4.2  以  下  で  あ  り、  か  つ、  評  価  委  員  会  が  「Ａ」  評  価  と 
 認  め  る  場  合 

 ‧  「個  別  記  載  事  項  ご  と」  の  評  点  の  平  均  値  が  3.5  以  上 
 4.2  以  下  に  満  た  な  い  が、  取  組  内  容  や  実  績、  成  果  等  を 
 総  合  的  に  勘  案  し  て  評  価  委  員  会  が  「Ａ」  評  価  相  当  と 
 認  め  る  場  合 

 Ｂ 

 中  期  計  画  の  進  捗  は 
 概  ね  順  調  【標  準】 

 Ｂ 

 中  期  ⽬  標  を  概  ね 
 達  成  し  て  い  る  【標  準】 

 ‧  「個  別  記  載  事  項  ご  と」  の  評  点  の  平  均  値  が  2.7  以  上 
 3.4  以  下  で  あ  り、  か  つ、  評  価  委  員  会  が  「Ｂ」  評  価  と 
 認  め  る  場  合 

 ‧  「個  別  記  載  事  項  ご  と」  の  評  点  の  平  均  値  が  2.7  以  上 
 3.4  以  下  に  満  た  な  い  が、  取  組  内  容  や  実  績、  成  果  等  を 
 総  合  的  に  勘  案  し  て  評  価  委  員  会  が  「Ｂ」  評  価  相  当  と 
 認  め  る  場  合 

 Ｃ 

 中  期  計  画  の  進  捗  は 
 や  や  遅  れ  て  い  る 

 Ｃ 

 中  期  ⽬  標  は 
 や  や  未  達  成 

 ‧  「個  別  記  載  事  項  ご  と」  の  評  点  の  平  均  値  が  1.9  以  上 
 2.6  以  下  で  あ  り、  か  つ、  評  価  委  員  会  が  「Ｃ」  評  価  と 
 認  め  る  場  合 

 ‧  「個  別  記  載  事  項  ご  と」  の  評  点  の  平  均  値  が  1.9  以  上 
 2.6  以  下  に  満  た  な  い  が、  取  組  内  容  や  実  績、  成  果  等  を 
 総  合  的  に  勘  案  し  て  評  価  委  員  会  が  「Ｃ」  評  価  相  当  と 
 認  め  る  場  合 

 Ｄ 

 中  期  計  画  の  進  捗  は 
 著  し  く  遅  れ  て  い  る 

 Ｄ 

 中  期  ⽬  標  は 
 未  達  成 

 ‧  「個  別  記  載  事  項  ご  と」  の  評  点  の  平  均  値  が  1.8  以  下  で 
 あ  る  場  合 
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 （個  別  記  載  事  項  ご  と  の  評  価） 
 項  ⽬  ご  と  の  評  価  を  実  施  す  る  た  め、  年  度  計  画  の  個  別  記  載  事  項  ご  と  に、  以  下  の  ５  段  階  の  達  成 

 度  に  よ  り  評  価  し、  中  期  計  画  の  個  別  記  載  事  項  ご  と  に  あ  ら  か  じ  め  設  定  さ  れ  た  難  易  度‧  重  要  度  か 
 ら  評  点  を  算  出  す  る。  な  お、  個  別  記  載  事  項  に  複  数  の  取  組  や  事  業  （定  量  的  指  標  を  含  む）  が  位  置 
 付  け  ら  れ  て  い  る  場  合  に  は、  取  組  や  事  業  毎  に  評  価  を  ⾏  い、  平  均  値  を  当  該  個  別  記  載  事  項  ご  と  の 
 達  成  度  と  す  る。 

 達  成  度  （事  業  年  度）  判  断  の  ⽬  安 

 Ⅴ 

 年  度  計  画  を  予  定  よ  り  は  る  か  に 
 上  回っ  て  実  施  し  て  い  る 

 ‧  年  度  計  画  に  お  け  る  所  期  の  ⽬  標  を  上  回  る  顕  著  な  実  績  や  特  に  優  れ  た  成  果  が 
 得  ら  れ  て  い  る 

 ‧  定  量  的  指  標  に  お  い  て  は  達  成  度  が  ⽬  標  値  の  120  ％  以  上 

 Ⅳ 

 年  度  計  画  を  予  定  よ  り 
 上  回っ  て  実  施  し  て  い  る 

 ‧  年  度  計  画  に  お  け  る  所  期  の  ⽬  標  を  上  回  る  実  績  や  成  果  が  得  ら  れ  て  い  る 
 ‧  定  量  的  指  標  に  お  い  て  は  達  成  度  が  ⽬  標  値  の  110  ％  以  上  120  ％  未  満 

 Ⅲ 

 年  度  計  画  を  予  定  ど  お  り 
 実  施  し  て  い  る  【標  準】 

 ‧  年  度  計  画  に  お  け  る  所  期  の  ⽬  標  を  達  成  し  て  い  る 
 ‧  定  量  的  指  標  に  お  い  て  は  達  成  度  が  ⽬  標  値  の  90  ％  以  上  110  ％  未  満 

 Ⅱ 

 年  度  計  画  の  実  施  状  況  が 
 予  定  を  下  回っ  て  い  る 

 ‧  年  度  計  画  に  お  け  る  所  期  の  ⽬  標  を  下  回っ  て  お  り、  改  善  を  要  す  る 
 ‧  定  量  的  指  標  に  お  い  て  は  達  成  度  が  ⽬  標  値  の  60  ％  以  上  90  ％  未  満 

 Ⅰ 

 年  度  計  画  の  実  施  状  況  が  予  定  を 
 著  し  く  下  回っ  て  い  る 

 ‧  年  度  計  画  に  お  け  る  所  期  の  ⽬  標  を  下  回っ  て  お  り、  抜  本  的  な  改  善  を  要  す  る 
 ‧  定  量  的  指  標  に  お  い  て  は  達  成  度  が  ⽬  標  値  の  60  ％  未  満 

 達  成  度  （中  期  ⽬  標  期  間）  判  断  の  ⽬  安 

 Ⅴ 

 中  期  計  画  を  予  定  よ  り  は  る  か  に 
 上  回っ  て  達  成  し  て  い  る 

 ‧  中  期  計  画  に  お  け  る  所  期  の  ⽬  標  を  上  回  る  顕  著  な  実  績  や  特  に  優  れ  た  成  果  が 
 得  ら  れ  て  い  る 

 ‧  定  量  的  指  標  に  お  い  て  は  達  成  度  が  ⽬  標  値  の  120  ％  以  上 

 Ⅳ 

 中  期  計  画  を  予  定  よ  り 
 上  回っ  て  達  成  し  て  い  る 

 ‧  中  期  計  画  に  お  け  る  所  期  の  ⽬  標  を  上  回  る  実  績  や  成  果  が  得  ら  れ  て  い  る 
 ‧  定  量  的  指  標  に  お  い  て  は  達  成  度  が  ⽬  標  値  の  110  ％  以  上  120  ％  未  満 

 Ⅲ 

 中  期  計  画  を  予  定  ど  お  り 
 達  成  し  て  い  る  【標  準】 

 ‧  中  期  計  画  に  お  け  る  所  期  の  ⽬  標  を  達  成  し  て  い  る 
 ‧  定  量  的  指  標  に  お  い  て  は  達  成  度  が  ⽬  標  値  の  90  ％  以  上  110  ％  未  満 

 Ⅱ 

 中  期  計  画  の  達  成  状  況  が 
 予  定  を  下  回っ  て  い  る 

 ‧  中  期  計  画  に  お  け  る  所  期  の  ⽬  標  を  下  回っ  て  お  り、  改  善  を  要  す  る 
 ‧  定  量  的  指  標  に  お  い  て  は  達  成  度  が  ⽬  標  値  の  60  ％  以  上  90  ％  未  満 

 Ⅰ 

 中  期  計  画  の  達  成  状  況  が  予  定  を 
 著  し  く  下  回っ  て  い  る 

 ‧  中  期  計  画  に  お  け  る  所  期  の  ⽬  標  を  下  回っ  て  お  り、  抜  本  的  な  改  善  を  要  す  る 
 ‧  定  量  的  指  標  に  お  い  て  は  達  成  度  が  ⽬  標  値  の  60  ％  未  満 
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 （評  点  の  算  出  ⽅  法） 
 達  成  度 

 難  易  度 
 ‧  重  要  度 

 Ⅰ  Ⅱ  Ⅲ  Ⅳ  Ⅴ 

 年  度  計  画  ∕  中  期 
 計  画  の  実  施  ∕  達 
 成  状  況  が  予  定  を 
 著  し  く  下  回っ  て 
 い  る 

 年  度  計  画  ∕  中  期 
 計  画  の  実  施  ∕  達 
 成  状  況  が  予  定  を 
 下  回っ  て  い  る 

 年  度  計  画  ∕  中  期 
 計  画  を  予  定  ど  お 
 り  実  施  ∕  達  成  し 
 て  い  る  【標  準】 

 年  度  計  画  ∕  中  期 
 計  画  を  予  定  よ  り 
 上  回っ  て  実  施  ∕ 
 達  成  し  て  い  る 

 年  度  計  画  ∕  中  期 
 計  画  を  予  定  よ  り 
 は  る  か  に  上  回っ 
 て  実  施  ∕  達  成  し 
 て  い  る 

 Ｄ  １  ３  ３  ４  ５  ５ 

 Ｄ  ２  ２  ３  ４  ４  ５ 

 Ｄ  ３  １  ２  ３  ３  ４ 

 （難  易  度‧  重  要  度  の  考  え  ⽅  と  第  ３  期  中  期  計  画  に  お  け  る  設  定） 
 難  易  度 

 ･  重  要  度 
 定  義  第  ３  期  中  期  計  画  に  お  け  る  設  定 

 Ｄ  １ 

 設  ⽴  団  体  で  あ  る  市  の  重  要  施  策  と  関  連  す  る  取  組  や 
 国  の  施  策‧  動  向  に  関  連  す  る  取  組 

 [6]  優  秀  な  学  ⽣  の  確  保  と  県  内  出  ⾝  者  の  ⼊  学  促 
 進 

 [7]  就  職‧  キャ  リ  ア  ⽀  援  と  県  内  企  業  の  認  知  度 
 向  上 

 Ｄ  ２ 

 公  ⽴  ⼤  学  法  ⼈  並  び  に  ⼤  学  の  業  務  遂  ⾏  及  び  管  理  運 
 営  の  改  ⾰‧  改  善  に  資  す  る  取  組 

 [3]  他  機  関  か  ら  講  師  等  を  招  い  て  実  施  す  る  授  業 
 や  学  習  活  動 

 [4]  地  域  で  の  体  験  学  習  や  学  外  学  習  活  動 
 [17]  地  域  の  政  策  課  題‧  産  業  界  の  ニー  ズ  に  即  し 

 た  研  究‧  教  育  活  動  の  展  開 
 [26]  優  秀  で  多  様  な  教  職  員  の  確  保  と  評  価  制  度  の 

 導  ⼊‧  実  施 

 Ｄ  ３ 
 公  ⽴  ⼤  学  法  ⼈  並  び  に  ⼤  学  の  業  務  遂  ⾏  に  係  る  ⼀  般 
 的  な  取  組 

 上  記  以  外 

 ◯     全  体  評  価  の  ⽅  法                                                                                           
 「項  ⽬  別  評  価」  の  結  果  を  踏  ま  え、  公  ⽴  ⼤  学  法  ⼈  の  業  務  全  体  の  実  績  評  価  に  つ  い  て、  記  述 

 式  に  よ  り、  年  度  計  画‧  中  期  計  画  を  総  括  す  る。  特  に、  地  域  の  ⾼  等  教  育  機  関  と  し  て  さ  ら  に  発 
 展  す  る  た  め  に、  ⼤  学  の  特  ⾊  あ  る  取  組  や  さ  ま  ざ  ま  な  ⼯  夫  に  つ  い  て  積  極  的  に  評  価  し、  記  述  す 
 る  と  と  も  に、  必  要  に  応  じ  て  組  織  や  業  務  の  課  題  や  改  善  点  等  も  記  述  す  る。 

 ◯     そ  の  他                                                                                           
 令  和  ７  年  度  に  つ  い  て  は、  地  ⽅  独  ⽴  ⾏  政  法  ⼈  法  (平  成  15  年  法  律  第  118  号)  第  78  条  の  ２  第  １ 

 項  第  ２  号  に  基  づ  く  評  価  を  実  施  す  る  と  と  も  に、  地  域  の  ⾃  主  性  及  び  ⾃  ⽴  性  を  ⾼  め  る  た  め  の  改 
 ⾰  の  推  進  を  図  る  た  め  の  関  係  法  律  の  整  備  に  関  す  る  法  律  （令  和  ５  年  法  律  第  58  号）  附  則  第  ３  条 
 第  ３  項  の  規  定  に  基  づ  き、  第  ３  期  中  期  ⽬  標  の  期  間  （平  成  31  年  ４  ⽉  １  ⽇  か  ら  令  和  ７  年  ３  ⽉  31 
 ⽇  ま  で）  の  事  業  年  度  で  あ  る  令  和  ６  年  度  の  評  価  を  実  施  す  る。 
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 ２     全  体  評  価                                                                                                       

 （１）  令  和  ６  年  度  業  務  実  績                                                                                     

 公  ⽴  ⼤  学  法  ⼈  は、  平  成  19  年  度  の  地  ⽅  独  ⽴  ⾏  政  法  ⼈  化  以  降、  主  体  的‧  ⾃  律  的  な  ⼤  学  運  営 
 に  努  め  て  い  る。 

 令  和  ６  年  度  は、  公  ⽴  ⼤  学  法  ⼈  の  設  ⽴  者  で  あ  る  宮  崎  市  が  平  成  30  年  ９  ⽉  に  定  め、  公  ⽴  ⼤  学 
 法  ⼈  へ  指  ⽰  を  ⾏っ  た  第  ３  期  中  期  ⽬  標  （⽬  標  期  間:  平  成  31  年  ４  ⽉  １  ⽇  か  ら  令  和  ７  年  ３  ⽉  31 
 ⽇  ま  で）  の  達  成  に  向  け  て、  51  項  ⽬  の  計  画  に  取  り  組  ん  だ。 

 評  価  委  員  会  に  お  い  て、  公  ⽴  ⼤  学  法  ⼈  の  作  成  し  た  業  務  実  績  報  告  書  を  も  と  に、  公  ⽴  ⼤  学  法 
 ⼈  の  意  ⾒  を  聴  取  し  な  が  ら、  各  計  画  の  業  務  実  績  に  つ  い  て  評  価  を  ⾏っ  た  結  果、  後  述  の  と  お 
 り、  中  期  ⽬  標  に  掲  げ  る  ８  つ  の  項  ⽬  中、  １  つ  の  項  ⽬  で  中  期  計  画  の  進  捗  は  順  調、  ７  つ  の  項  ⽬ 
 で  中  期  計  画  の  進  捗  は  概  ね  順  調  で  あ  る  と  判  断  し  た。 

 こ  の  こ  と  か  ら、  令  和  ６  年  度  の  業  務  実  績  に  つ  い  て  は、  中  期  ⽬  標‧  中  期  計  画  の  達  成  に  向  け 
 て、  全  体  と  し  て  概  ね  順  調  に  進  捗  し  て  い  る  と  評  価  す  る。 

 な  お、  令  和  ６  年  度  の  業  務  実  績  の  う  ち、  特  ⾊  や  ⼯  夫  あ  る  ⼤  学  の  取  組  と  し  て、  以  下  を  確  認 
 し  た  と  こ  ろ  で  あ  り、  今  後  も  地  域  の  ⾼  等  教  育  機  関  と  し  て  更  な  る  発  展  に  取  り  組  ま  れ  た  い。 

 教  育  に  関  す  る  ⽬  標 

 [４]  地  域  で  の  体  験  学  習  や  学  外  学  習  活  動 
 ‧  年  度  計  画  〈４〉  実  施  事  項  （ア） 

 各  学  ⽣  の  興  味  関  ⼼  を  ⼤  切  に  し  な  が  ら、  テー  マ  設  定  す  る  教  科  運  営  は  ⼤  切  で  あ  り  評  価  し 
 た  い。 

 ま  た、  令  和  ５  年  度  よ  り  テー  マ  数  が  増  え、  各  テー  マ  内  容  も  地  域  課  題  に  即  し  た  も  の  が  設 
 定  さ  れ  て  い  る。 

 学  ⽣  が  基  幹  演  習  Ｃ  等  で  取  り  組  ん  だ  有  意  義  な  プ  ロ  ジェ  ク  ト  に  お  い  て  は、  学  び  だ  け  に  と 
 ど  ま  ら  ず  ⾏  政  と  連  携  し  て  取  組  を  発  展  さ  せ  て  い  く  な  ど、  何  ら  か  の  形  で  活  ⽤  さ  れ  発  展  す  る 
 こ  と  を  期  待  し  た  い。 

 こ  の  よ  う  な  地  域  で  の  体  験  学  習  や  学  外  学  習  活  動  に  関  す  る  積  極  的  な  取  組  は  評  価  で  き  る。 

 [７]  就  職‧  キャ  リ  ア  ⽀  援  と  県  内  企  業  の  認  知  度  向  上 
 ‧  年  度  計  画  〈９〉  実  施  事  項  （ア）  （イ） 

 県  内  企  業  の  魅  ⼒  を  伝  え  る  取  組  に  つ  い  て、  ガ  イ  ダ  ン  ス  や  業  界  研  究  セ  ミ  ナー  の  実  績  の  検 
 証‧  分  析  を  も  と  に  実  施  内  容  の  ⼯  夫‧  改  善  を  図っ  た  結  果、  参  加  者  数  が  増  加  し  て  お  り  成  果 
 が  上  がっ  て  い  る。 

 こ  の  取  組  が、  県  内  就  職  者  の  増  加  に  表  れ  て  く  る  こ  と  を  期  待  す  る。 
 ‧  年  度  計  画  〈  10  〉  実  施  事  項  （イ） 

 ⻑  期  実  践  型  イ  ン  ター  ン  シッ  プ  の  実  施  事  項  が  適  切  に  評  価  さ  れ、  そ  の  結  果  が  担  当  教  員  の 
 研  究  論  ⽂  と  し  て  集  約  化  さ  れ  て  い  る。 

 こ  の  よ  う  な  就  職‧  キャ  リ  ア  ⽀  援  に  関  す  る  積  極  的  な  取  組  は  評  価  で  き  る。 
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 [10]  ⼼  ⾝  の  健  康  に  係  る  ⽀  援  や  障  が  い  の  あ  る  学  ⽣  へ  の  ⽀  援 
 ‧  年  度  計  画  〈  13  〉  実  施  事  項  （ア） 

 障  が  い  学  ⽣  の  ⽀  援  に  向  け  た  適  切  な  研  修  が  実  施  さ  れ  て  い  る。 
 こ  の  よ  う  な  ⼼  ⾝  の  健  康  に  係  る  ⽀  援  や  障  が  い  の  あ  る  学  ⽣  へ  の  ⽀  援  に  関  す  る  積  極  的  な  取 

 組  は  評  価  で  き  る。 

 国  際  化  に  関  す  る  ⽬  標 

 [23]  地  域  社  会  に  お  け  る  国  際  交  流  活  動  の  推  進 
 ‧  年  度  計  画  〈  25  〉  実  施  事  項  （ア） 

 学  ⽣  及  び  留  学  ⽣  と  地  域  住  ⺠  と  の  交  流  が  促  進  さ  れ、  市  と  連  携  し  て  学  内  に  設  置  さ  れ  た 
 MHUB  が  促  進  効  果  を  ⾼  め  て  い  る。 

 こ  の  よ  う  な  地  域  社  会  に  お  け  る  国  際  交  流  活  動  の  推  進  に  関  す  る  積  極  的  な  取  組  は  評  価  で  き 
 る。 

 ま  た、  令  和  ６  年  度  業  務  実  績  の  う  ち、  以  下  の  と  お  り  課  題  や  取  組  の  進  展  が  期  待  さ  れ  る  事  項 
 を  確  認  し  た  た  め、  今  後  の  取  組  に  当  たっ  て  参  考  に  さ  れ  た  い。 

 地  域  貢  献  に  関  す  る  ⽬  標 

 [19]  地  域  の  多  様  な  学  習  ニー  ズ  に  対  応  し  た  リ  カ  レ  ン  ト  教  育  の  推  進 
 ‧  年  度  計  画  〈  22  〉  実  施  事  項  （イ） 

 「ホ  テ  ル  接  客  英  語  講  座」  と  「サー  ビ  ス  業  従  事  者  の  た  め  の  接  客  韓  国  語  講  座」  の  ２  つ  を 
 開  講  し  て  い  る  が、  地  域  の  具  体  的  な  ニー  ズ  に  対  応  し、  さ  ら  な  る  多  様  な  プ  ロ  グ  ラ  ム  の  需  要 
 が  存  在  す  る  可  能  性  が  あ  る。 

 今  後  の  さ  ら  な  る  発  展  の  た  め、  そ  う  いっ  た  ニー  ズ  を  把  握  す  る  こ  と  で、  地  元  企  業  の  ⼈  ⼿ 
 不  ⾜、  外  国  ⼈  雇  ⽤  の  増  ⼤  に  伴  う、  語  学  習  得  や  異  ⽂  化  共  ⽣  と  い  う  地  域  課  題  に  対  し  て、  企 
 業  と  連  携  し  た  教  育  課  題  の  設  定  が  で  き  る  の  で  は  な  い  か  と  考  え  る。 

 「地  域  で  の  学  び」  が  学  ⽣  の  キャ  リ  ア  形  成  に  好  影  響  を  与  え  て  い  る  こ  と  が  確  認  さ  れ  た  ⼀ 
 ⽅  で、  教  育  的  成  果  の  定  量  的  把  握  や  継  続  的  フィー  ド  バッ  ク  に  つ  い  て  検  討  願  い  た  い。 
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 （２）     第  ３  期  中  期  ⽬  標  期  間  業  務  実  績                                                                      

 公  ⽴  ⼤  学  法  ⼈  は、  平  成  19  年  度  の  地  ⽅  独  ⽴  ⾏  政  法  ⼈  化  以  降、  主  体  的‧  ⾃  律  的  な  ⼤  学  運  営 
 に  努  め  て  い  る。 

 公  ⽴  ⼤  学  法  ⼈  の  設  ⽴  者  で  あ  る  宮  崎  市  が  平  成  30  年  ９  ⽉  に  定  め、  公  ⽴  ⼤  学  法  ⼈  へ  指  ⽰  を 
 ⾏っ  た  第  ３  期  中  期  ⽬  標  （⽬  標  期  間:  平  成  31  年  ４  ⽉  １  ⽇  か  ら  令  和  ７  年  ３  ⽉  31  ⽇  ま  で）  の  達 
 成  に  向  け  て、  40  項  ⽬  の  計  画  に  取  り  組  ん  だ。 

 評  価  委  員  会  に  お  い  て、  公  ⽴  ⼤  学  法  ⼈  の  作  成  し  た  業  務  実  績  報  告  書  を  も  と  に、  公  ⽴  ⼤  学  法 
 ⼈  の  意  ⾒  を  聴  取  し  な  が  ら、  第  ３  期  中  期  ⽬  標  期  間  の  各  項  ⽬  の  業  務  実  績  に  つ  い  て  評  価  を  ⾏っ 
 た  結  果、  後  述  の  と  お  り、  中  期  ⽬  標  に  掲  げ  る  ８  つ  の  項  ⽬  全  て  で  中  期  ⽬  標  を  概  ね  達  成  し  て  い 
 る  と  判  断  し  た。 

 こ  の  こ  と  か  ら、  第  ３  期  中  期  ⽬  標  期  間  の  業  務  実  績  に  つ  い  て  は、  全  体  と  し  て  概  ね  達  成  し  て 
 い  る  と  評  価  す  る。 

 な  お、  第  ３  期  中  期  ⽬  標  期  間  の  業  務  実  績  の  う  ち、  特  ⾊  や  ⼯  夫  あ  る  ⼤  学  の  取  組  と  し  て、  以 
 下  を  確  認  し  た  と  こ  ろ  で  あ  り、  今  後  も  地  域  の  ⾼  等  教  育  機  関  と  し  て  更  な  る  発  展  に  取  り  組  ま  れ 
 た  い。 

 教  育  に  関  す  る  ⽬  標 

 [１]  教  養  教  育  に  お  け  る  「国  際  ⽂  化  学」  の  体  系  化 
 ‧  実  施  事  項  ①  ②  ③ 

 「国  際  ⽂  化  学」  は  学  び  ⽅  に  よっ  て  学  修  成  果  が  分  か  れ  る  科  ⽬  で  あ  り、  そ  の  体  系  化  と  教 
 育  の  充  実  を  ⽬  指  す  こ  と  は、  中  期  計  画  ⼯  程  表  で  ⽰  さ  れ  た  「カ  リ  キュ  ラ  ム  マッ  プ  作  成  と  実 
 施」  以  上  の  取  組  で  あ  る。 

 ま  た、  学  年  ご  と  の  カ  リ  キュ  ラ  ム  ツ  リー、  レー  ダー  チャー  ト  の  作  成、  そ  の  活  ⽤  を  促  す 
 教  育  活  動  も  積  極  的  に  な  さ  れ  て  い  る。 

 こ  の  よ  う  な  取  組  は  評  価  で  き  る  も  の  で  あ  り、  今  後  は  学  ⽣  の  活  ⽤  状  況  な  ど  か  ら  評  価  し、 
 さ  ら  に  教  育  の  充  実  に  資  す  る  も  の  と  し  て  発  展  し  て  い  く  こ  と  を  期  待  す  る。 

 [２]  外  国  語  に  よ  る  コ  ミュ  ニ  ケー  ショ  ン  能  ⼒  の  育  成 
 ‧  実  施  事  項  ③ 

 授  業  外  で  の  外  国  語  の  学  習  に  つ  い  て、  年  間  延  べ  利  ⽤  者  数  が  ⽬  標  を  ⼤  き  く  超  え  て  お  り、 
 担  当  教  員  の  ⼯  夫  が  成  果  に  つ  な  がっ  て  い  る  こ  と  は  評  価  で  き  る。 

 外  国  語  で  の  授  業  に  お  け  る  課  題  も  細  か  く  把  握  し  て  い  る  こ  と  か  ら、  今  後  の  ⼀  層  の  ⼯  夫  が 
 期  待  さ  れ  る。 

 ま  た、  さ  ら  な  る  発  展  の  た  め、  今  後  は  学  習  成  果  の  把  握  ⽅  法  に  つ  い  て  検  討  願  い  た  い。 

 [４]  地  域  で  の  体  験  学  習  や  学  外  学  習  活  動 
 ‧  実  施  事  項  ①  ②  ③ 

 「基  幹  演  習  Ａ」  「基  幹  演  習  Ｂ」  か  ら  の  学  び  を  発  展  さ  せ、  実  践  に  ま  で  つ  な  げ  る  「基  幹 
 演  習  Ｃ」  科  ⽬  の  開  設  は、  地  域  課  題  に  主  体  的  に  取  り  組  む  ⼈  材  育  成  に  お  い  て  意  義  が  あ  る。 

 こ  の  よ  う  な  取  組  は  評  価  で  き  る  も  の  で  あ  り、  今  後  履  修  者  が  増  え、  ⼤  学  の  特  ⾊  あ  る  教  育 
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 科  ⽬  と  し  て  発  展  す  る  こ  と  を  期  待  し  た  い。 

 [６]  優  秀  な  学  ⽣  の  確  保  と  県  内  出  ⾝  者  の  ⼊  学  促  進 
 ‧  実  施  事  項  ①  ②  ③  ④ 

 県  内  出  ⾝  者  の  ⼊  学  促  進  に  向  け  た  選  抜  ⽅  法  の  検  証  や  県  内  ⾼  校  訪  問、  各  種  の  広  報  な  ど  の 
 真  摯  な  取  組  に  よ  り  着  実  な  成  果  が  表  れ  て  い  る。 

 こ  の  よ  う  な  優  秀  な  学  ⽣  の  確  保  と  県  内  出  ⾝  者  の  ⼊  学  促  進  に  関  す  る  積  極  的  な  取  組  は  評  価 
 で  き  る。 

 [７]  就  職‧  キャ  リ  ア  ⽀  援  と  県  内  企  業  の  認  知  度  向  上 
 ‧  実  施  事  項  ① 

 ⻑  期  実  践  型  イ  ン  ター  ン  シッ  プ  に  講  義  内  容  を  変  更  し  た  こ  と  は  評  価  で  き  る。 
 地  域  と  連  携  し  た  PBL  （課  題  解  決  型  学  習）  の  教  育  プ  ロ  グ  ラ  ム  を  確  ⽴  す  る  と  共  に、  成  果 

 の  指  標  化  を  期  待  す  る。 
 な  お、  県  内  就  職  者  の  増  加  に  つ  い  て  は、  学  ⽣  が  就  職  先  に  何  を  求  め  て  い  る  の  か、  企  業  側 

 が  学  ぶ  場  が  あっ  て  も  よ  い  と  考  え  る。 
 教  育  機  関、  企  業、  ⾏  政  が  三  位  ⼀  体  と  なっ  た  取  組  が  期  待  さ  れ  る。 

 研  究  に  関  す  る  ⽬  標 

 [14]  研  究  の  質  の  向  上  と  研  究  環  境  の  整  備 
 ‧  実  施  事  項  ①  ② 

 教  育‧  研  究‧  地  域  貢  献‧  ⼤  学  管  理  を  求  め  ら  れ  る  教  員  へ  の  研  究  時  間  の  確  保  は、  研  究  ⽀ 
 援  に  お  い  て  重  要  で  あ  る  ⼀  ⽅、  な  か  な  か  解  決  し  に  く  い  課  題  で  あ  る。 

 そ  の  課  題  解  決  の  た  め  に、  研  修  ⽇  制  度  の  改  正  を  ⾏  う  と  と  も  に、  サ  バ  ティ  カ  ル  制  度  の  導 
 ⼊  を  検  討  し、  実  施  に  向  け  て  準  備  を  進  め、  着  実  に  実  施  で  き  る  段  階  に  来  て  い  る  こ  と  は  評  価 
 で  き  る。 

 こ  の  よ  う  な  研  究  の  質  の  向  上  と  研  究  環  境  の  整  備  に  関  す  る  積  極  的  な  取  組  は  評  価  で  き  る。 

 地  域  貢  献  に  関  す  る  ⽬  標 

 [17]  地  域  の  政  策  課  題‧  産  業  界  の  ニー  ズ  に  即  し  た  研  究‧  教  育  活  動  の  展  開 
 ‧  実  施  事  項  ① 

 「地  域  貢  献  活  動  リ  ス  ト」  が  実  装  さ  れ、  取  組  上  の  効  果  を  あ  げ  て  い  る。 
 ま  た、  適  宜  改  訂  作  業  が  ⾏  わ  れ、  か  つ  課  題‧  ニー  ズ  の  把  握  に  も  資  す  る  取  組  と  なっ  て  い 

 る。 
 こ  の  よ  う  な  ⼯  夫  あ  る  取  組  は  評  価  で  き  る。 

 [19]  地  域  の  多  様  な  学  習  ニー  ズ  に  対  応  し  た  リ  カ  レ  ン  ト  教  育  の  推  進 
 ‧  実  施  事  項  ① 

 コ  ロ  ナ  禍  を  経  て、  外  国  ⼈  の  イ  ン  バ  ウ  ン  ド  が  急  増  す  る  ⼀  ⽅、  観  光  業  の  ⼈  材  不  ⾜  が  課  題 
 と  な  る  中、  企  業  等  へ  の  ヒ  ア  リ  ン  グ  を  通  し  て  観  光‧  サー  ビ  ス  業  の  外  国  語  会  話  の  ニー  ズ  を 
 的  確  に  把  握  し  実  践  し  て  い  る  こ  と  は  評  価  で  き  る。 

 企  業  に  とっ  て  は、  既  存  の  ⼈  材  の  リ  ス  キ  リ  ン  グ  に  も  つ  な  が  る  取  組  で  あ  り、  今  後  の  展  開 
 に  期  待  す  る。 
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 ‧  実  施  事  項  ④ 
 中  期  計  画  で  掲  げ  た  「地  域  の  多  様  な  学  習  ニー  ズ  に  対  応  し  た  リ  カ  レ  ン  ト  教  育  の  推  進」  に 

 資  す  る  様々  な  取  組  を  ⾏っ  て  お  り、  こ  の  よ  う  な  積  極  的  な  取  組  は  評  価  で  き  る。 

 国  際  化  に  関  す  る  ⽬  標 

 [23]  地  域  社  会  に  お  け  る  国  際  交  流  活  動  の  推  進 
 ‧  実  施  事  項  ① 

 コ  ロ  ナ  禍  に  お  い  て  も  ⼯  夫  を  こ  ら  し、  留  ま  る  こ  と  な  く  業  務  を  遂  ⾏  し  た。 
 コ  ロ  ナ  禍  後  も  対  ⾯  で  の  交  流  を  速  や  か  に  再  開  し、  ⼤  が  か  り  な  イ  ベ  ン  ト  に  共  催  し  会  場  を 

 提  供  す  る  こ  と  で  多  く  の  交  流  機  会  を  創  出  し  た。 
 こ  の  よ  う  な  地  域  社  会  に  お  け  る  国  際  交  流  活  動  の  推  進  に  関  す  る  積  極  的  な  取  組  は  評  価  で  き 

 る。 

 ま  た、  第  ３  期  中  期  ⽬  標  期  間  の  業  務  実  績  の  う  ち、  以  下  の  と  お  り  課  題  や  取  組  の  進  展  が  期  待 
 さ  れ  る  事  項  を  確  認  し  た  た  め、  今  後  の  取  組  に  当  たっ  て  参  考  に  さ  れ  た  い。 

 教  育  に  関  す  る  ⽬  標 

 [７]  就  職‧  キャ  リ  ア  ⽀  援  と  県  内  企  業  の  認  知  度  向  上 
 ‧  実  施  事  項  ①  ② 

 県  内  出  ⾝  者  の  県  内  就  職  率  が  64.7  ％  に  留  まっ  て  い  る。 
 県  内  企  業  の  認  知  度  を  あ  げ  る  た  め  の  企  業  説  明  会  の  参  加  を  さ  ら  に  活  発  化  さ  せ、  県  内  就  職 

 率  を  ⾼  め  る  取  組  に  つ  い  て  検  討  さ  れ  た  い。 
 ま  た、  「地  域  で  の  学  び」  が  学  ⽣  の  キャ  リ  ア  形  成  に  好  影  響  を  与  え  て  い  る  こ  と  が  確  認  さ 

 れ  た  ⼀  ⽅  で、  教  育  的  成  果  の  定  量  的  把  握  や  継  続  的  フィー  ド  バッ  ク  に  つ  い  て  検  討  願  い  た 
 い。 

 業  務  運  営  の  改  善  及  び  効  率  化  に  関  す  る  ⽬  標 

 [26]  優  秀  で  多  様  な  教  職  員  の  確  保  と  評  価  制  度  の  導  ⼊‧  実  施 
 ‧  実  施  事  項  ③ 

 少  ⼦  ⾼  齢  化  に  伴  い、  将  来  ⼈  ⼿  が  不  ⾜  す  る  こ  と  は、  ど  の  組  織  も  例  外  で  は  な  い。 
 計  画  的  な  ⼈  材  補  充  と  適  材  配  置  の  ⽅  針  作  り  が  求  め  ら  れ  る。 
 中  ⻑  期  的  な  ⼈  材  戦  略  の  策  定  を  検  討  さ  れ  た  い。 

 財  務  内  容  の  改  善  に  関  す  る  ⽬  標 

 [33]  安  定  的  な  志  願  者  及  び  ⼊  学  者  の  確  保 
 ‧  実  施  事  項  ①  ②  ③  ④ 

 志  願  者  確  保  に  つ  い  て  は、  外  的  要  因  に  よ  る  影  響  が  ⼤  き  く  回  避  で  き  な  い  重  要  な  問  題  で  あ 
 る。 

 魅  ⼒  的  な  ⼤  学  と  し  て  の  差  別  化  は  も  ち  ろ  ん  で  あ  る  が、  そ  の  魅  ⼒  を  伝  え  る  広  報  の  役  割  は 
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 ⼤  き  い。  SNS  等  を  利  ⽤  し  た  広  報  は  他  の  ⼤  学  で  も  ⾏っ  て  い  る  こ  と  か  ら、  よ  り  ⼀  層  の  ⼯  夫 
 に  よ  る  広  報  の  差  別  化  を  検  討  さ  れ  た  い。 

 ⾃  ⼰  点  検‧  評  価  及  び  情  報  公  開‧  提  供  に  関  す  る  ⽬  標 

 [39]  適  切  な  情  報  公  開  と  認  知  度  向  上  に  向  け  た  広  報  活  動  の  展  開 
 ‧  実  施  事  項  ①  ② 

 「認  知  度」  を  定  量  的  に  把  握  す  る  ⽅  法  は  な  い  か  研  究  す  る  こ  と  も  肝  要  と  考  え  る。 
 ま  た、  ホー  ム  ペー  ジ  の  閲  覧  状  況  を、  ⽉  毎  や  期  毎、  さ  ら  に  は  ど  の  時  期  に  ど  の  項  ⽬‧  事 

 項  が  多  く  閲  覧  さ  れ  た  か  を  把  握  で  き  れ  ば、  よ  り  メ  リ  ハ  リ  の  あ  る  効  果  的  な  広  報  と  な  る  も  の 
 と  考  え  る  た  め  検  討  願  い  た  い。 

 終  わ  り  に、  第  ３  期  中  期  ⽬  標  期  間  を  通  じ、  ⼤  学  教  育  の  動  向  や  ⼤  学  の  課  題  を  的  確  に  捉  え、 
 必  要  な  ア  ク  ショ  ン  を  随  時  実  ⾏  す  る  こ  と  で、  教  育  の  質  向  上  の  た  め  の  取  組  が  着  実  に  な  さ  れ  て 
 来  た  こ  と  は  評  価  で  き  る。 

 特  に、  コ  ロ  ナ  禍  と  い  う  困  難  な  状  況  下  に  お  い  て  も、  計  画  の  実  施  に  際  し  て  様々  な  ⼯  夫  を  凝 
 ら  し、  諦  め  る  こ  と  な  く  積  極  的  に  対  応  し  た  こ  と  は  特  筆  す  べ  き  点  で  あ  る。 

 こ  の  よ  う  な  柔  軟  か  つ  迅  速  な  変  化  へ  の  対  応  ⼒  は、  今  後  の  ⼤  学  運  営  に  お  い  て  も  不  可  ⽋  で  あ 
 る  と  考  え  る。 

 18  歳  ⼈  ⼝  減  少  に  伴  い  ⼤  学  の  統  廃  合  が  検  討  さ  れ  る  時  代  に  お  い  て、  各  ⼤  学  に  は  そ  の  存  在  意 
 義  と  価  値  を  こ  れ  ま  で  以  上  に  明  確  に  打  ち  出  す  こ  と  が  求  め  ら  れ  て  い  る。 

 実  利  に  直  結  す  る  理  ⼯  系  分  野  に  注  ⽬  が  集  ま  り  が  ち  で  あ  る  が、  宮  崎  公  ⽴  ⼤  学  が  ⻑  年  培っ  て 
 き  た  リ  ベ  ラ  ル  アー  ツ  教  育、  そ  し  て  分  野  横  断  的  な  「知」  の  融  合  を  ⽬  指  す  教  育  は、  そ  の  真  価 
 が  問  わ  れ  る  の  は  こ  れ  か  ら  で  あ  る  と  し  て  も、  社  会  に  とっ  て  極  め  て  重  要  な  も  の  で  あ  る  と  考  え 
 る。 

 ま  た、  社  会  課  題  や  地  域  課  題  に  積  極  的  に  関  与  し  な  が  ら、  地  域  社  会  の  中  で  重  要  な  役  割  を  果 
 た  し  て  い  く  こ  と  も  必  要  で  あ  る  と  考  え  る。 

 今  後  も  30  数  年  に  わ  た  る  ⼤  学  の  豊  か  な  蓄  積  を  ⼤  切  に  し  な  が  ら、  さ  ら  な  る  発  展  に  向  け  て  ⼤ 
 学  運  営  を  進  め  て  い  く  こ  と  を  期  待  す  る。 
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 ３     項  ⽬  別  評  価                                                                                                    

 （１）  令  和  ６  年  度  業  務  実  績                                                                                     

 ＜  評  価  結  果  の  概  要  ＞ 

 Ｓ  Ａ  Ｂ  Ｃ  Ｄ 

 ①     教  育  に  関  す  る  ⽬  標  ○ 

 ②     研  究  に  関  す  る  ⽬  標  ○ 

 ③     地  域  貢  献  に  関  す  る  ⽬  標  ○ 

 ④     国  際  化  に  関  す  る  ⽬  標  ○ 

 ⑤     業  務  運  営  の  改  善  及  び  効  率  化  に  関  す  る  ⽬  標  ○ 

 ⑥     財  務  内  容  の  改  善  に  関  す  る  ⽬  標  ○ 

 ⑦     ⾃  ⼰  点  検  ･  評  価  及  び  情  報  公  開  ･  提  供  に  関  す  る  ⽬  標  ○ 

 ⑧     ⼤  学  改  ⾰  に  関  す  る  ⽬  標  ○ 

    ①     教  育  に  関  す  る  ⽬  標                                                                                        

 評  価  判  断  理  由 

 Ａ 

 中  期  計  画  の  進  捗  は  順  調 
 「個  別  記  載  事  項  ご  と」  の  評  価  の  最  終  評  点  の  平  均  値  が  3.5  以  上 
 4.2  以  下  で  あ  る  こ  と  等  を  総  合  的  に  勘  案  し  た  こ  と  に  よ  る。 

 個  別  記  載  事  項 
 計  画 
 番  号 

 達  成  度  難  易  度 
 重  要  度 

 評  点 
 取  組  毎  全  体 

 [1]  教  養  教  育  に  お  け  る  ｢  国  際  ⽂  化  学  ｣  の  体  系  化  〈  1  〉  ア  Ⅲ  Ⅲ  Ｄ  ３  ３ 

 [2]  外  国  語  に  よ  る  コ  ミュ  ニ  ケー  ショ  ン  能  ⼒  の  育  成 
 〈  2  〉  ア  Ⅲ 

 Ⅲ  Ｄ  ３  ３ 
 〈  2  〉  イ  Ⅲ 

 [3]  他  機  関  か  ら  講  師  等  を  招  い  て  実  施  す  る  授  業  や  学  習  活  動 
 〈  3  〉  ア  Ⅲ 

 Ⅲ  Ｄ  ２  ４ 
 〈  3  〉  イ  Ⅲ 

 [4]  地  域  で  の  体  験  学  習  や  学  外  学  習  活  動 
 〈  4  〉  ア  Ⅳ 

 Ⅳ  Ｄ  ２  ４ 
 〈  4  〉  イ  Ⅲ 

 [5]  教  員  の  教  育  能  ⼒  の  向  上  と  教  育  の  質  の  改  善‧  向  上 
 〈  5  〉  ア  Ⅲ 

 Ⅲ  Ｄ  ３  ３ 
 〈  5  〉  イ  Ⅲ 

 [6]  優  秀  な  学  ⽣  の  確  保  と  県  内  出  ⾝  者  の  ⼊  学  促  進 

 〈  6  〉  ア  Ⅲ 
 Ⅲ  Ｄ  １  ４ 

 〈  6  〉  イ  Ⅲ 

 〈  7  〉  ア  Ⅲ 
 Ⅲ  Ｄ  １  ４ 

 〈  7  〉  イ  Ⅲ 

 〈  8  〉  ア  Ⅲ  Ⅲ  Ｄ  １  ４ 

 [7]  就  職  ･  キャ  リ  ア  ⽀  援  と  県  内  企  業  の  認  知  度  向  上 

 〈  9  〉  ア  Ⅴ 
 Ⅴ  Ｄ  １  ５ 

 〈  9  〉  イ  Ⅳ 

 〈  10  〉  ア  Ⅲ 
 Ⅳ  Ｄ  １  ５ 

 〈  10  〉  イ  Ⅳ 

 [8]  教  職  に  関  す  る  学  ⽣  の  資  質  向  上 
 〈  11  〉  ア  Ⅲ 

 Ⅲ  Ｄ  ３  ３ 
 〈  11  〉  イ  Ⅲ 
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 個  別  記  載  事  項 
 計  画 
 番  号 

 達  成  度  難  易  度 
 重  要  度 

 評  点 
 取  組  毎  全  体 

 [9]  教  職  関  連  の  就  職  を  ⽬  指  す  学  ⽣  の  就  職  ⽀  援 

 〈  12  〉  ア  Ⅲ 

 Ⅲ  Ｄ  ３  ３ 
 〈  12  〉  イ  Ⅲ 

 〈  12  〉  ウ  Ⅲ 

 〈  12  〉  エ  Ⅲ 

 [10]  ⼼  ⾝  の  健  康  に  係  る  ⽀  援  や  障  が  い  の  あ  る  学  ⽣  へ  の  ⽀  援 
 〈  13  〉  ア  Ⅲ 

 Ⅲ  Ｄ  ３  ３ 
 〈  13  〉  イ  Ⅲ 

 [11]  経  済  的  ⽀  援  の  充  実  及  び  「授  業  料  減  免  及  び  給  付  型  奨  学 
 ⾦」  へ  の  対  応 

 〈  14  〉  ア  Ⅲ 
 Ⅲ  Ｄ  ３  ３ 

 〈  14  〉  イ  Ⅲ 

 [12]  個々  の  学  ⽣  に  対  応  し  た  履  修  相  談  や  学  習  相  談 
 〈  15  〉  ア  Ⅲ 

 Ⅲ  Ｄ  ３  ３ 
 〈  15  〉  イ  Ⅲ 

 合  計  54 

 項  ⽬  別  の  評  点  平  均  値  （合  計  値  ÷  個  別  記  載  事  項  の  数）  3.6 

 （特  筆  す  べ  き  点） 
 [４]  地  域  で  の  体  験  学  習  や  学  外  学  習  活  動 
 〈４〉  地  域  の  課  題  解  決  に  主  体  的  に  取  り  組  む  こ  と  の  で  き  る  実  践  ⼒  と  創  造  的  な  問  題  解  決  能 

 ⼒  を  ⾝  に  付  け  る  た  め、  地  域  で  の  体  験  学  習  や  学  外  学  習  活  動  を  組  み  込  ん  だ  科  ⽬  と  し 
 て  「基  幹  演  習  Ｃ」  を  開  講  し、  適  正  に  運  ⽤ 

 （ア）  前  期  開  講  科  ⽬  と  し  て  「基  幹  演  習  Ｃ」  を  開  講  し、  ８  名  の  学  ⽣  が  受  講  し  た。  今  年 
 度  は  グ  ルー  プ  ワー  ク  で  は  な  く、  学  ⽣  ⼀  ⼈  ひ  と  り  が  各  ⾃  で  興  味  の  あ  る  テー  マ  を 
 選  ん  で  地  域  課  題  に  取  り  組  ん  だ  結  果、  昨  年  度  よ  り  多  い  ８  つ  の  テー  マ  に  分  か  れ  て 
 地  域  課  題  に  取  り  組  ん  だ。 

 [７]  就  職‧  キャ  リ  ア  ⽀  援  と  県  内  企  業  の  認  知  度  向  上 
 〈９〉  県  内  企  業  の  魅  ⼒  を  伝  え  る  ガ  イ  ダ  ン  ス‧  セ  ミ  ナー‧  説  明  会  等  を  開  催 

 （ア）  令  和  ５  年  度  の  キャ  リ  ア  部  会  で  の  意  ⾒  交  換  を  基  に、  就  職  ガ  イ  ダ  ン  ス  の  改  善  を 
 ⾏っ  た  結  果、  参  加  学  ⽣  数  が  ⼤  幅  に  増  加  し、  前  期  は  前  年  度  ⽐  約  200  ％、  後  期  も 
 約  120  ％  の  増  加  を  達  成  し  た。 

 （イ）  令  和  ５  年  度  の  業  界  研  究  セ  ミ  ナー  等  に  お  い  て、  参  加  者  分  析  に  基  づ  き  改  善  策  を  実 
 施  し  た  結  果、  業  界  研  究  セ  ミ  ナー  の  参  加  者  数  が  前  年  度  ⽐  で  約  120  ％  に  増  加  し 
 た。  そ  の  他、  ２  年  ⽣  の  必  修  科  ⽬  「キャ  リ  ア  設  計」  に  お  い  て  も、  卒  業  ⽣  の  講  話 
 や  企  業  イ  ン  タ  ビュー  な  ど  を  通  じ  て、  宮  崎  で  働  く  こ  と  の  魅  ⼒  や  地  元  企  業  の  認  知 
 度  向  上  に  取  り  組  ん  だ。 

 〈  10  〉  ディ  プ  ロ  マ‧  ポ  リ  シー  に  掲  げ  る  主  体  性  や  問  題  解  決  ⼒  な  ど  の  能  ⼒  を  学  ⽣  が  ⾝  に  つ 
 け  る  こ  と  が  で  き  る  ⻑  期  実  践  型  の  教  育  的  効  果  の  ⾼  い  イ  ン  ター  ン  シッ  プ  を  企  画‧  運 
 営  す  る  と  と  も  に、  第  ３  期  中  期  計  画  期  間  の  実  施  事  項  に  つ  い  て  評  価  を  実  施 

 （イ）  「プ  ロ  ジェ  ク  ト‧  イ  ン  ター  ン  シッ  プ」  の  社  会  ⼈  基  礎  ⼒  に  関  す  る  効  果  に  つ  い 
 て、  令  和  ４  年  度  及  び  令  和  ５  年  度  の  受  講  ⽣  を  対  象  に  分  析  を  実  施。  全  体  的  に  ⾃  ⼰ 
 評  価  は  上  昇  し、  特  に  「働  き  か  け  ⼒」  「課  題  発  ⾒  ⼒」  「創  造  ⼒」  な  ど  ７  項  ⽬  で 
 有  意  な  向  上  が  ⾒  ら  れ  た。 

 （遅  れ  て  い  る  点） 
 ‧  特  に  な  し 

 13 



    ②     研  究  に  関  す  る  ⽬  標                                                                                        

 評  価  判  断  理  由 

 Ｂ 

 中  期  計  画  の  進  捗  は  概  ね  順  調 
 【標  準】 

 「個  別  記  載  事  項  ご  と」  の  評  価  の  最  終  評  点  の  平  均  値  が  2.7  以  上 
 3.4  以  下  で  あ  る  こ  と  等  を  総  合  的  に  勘  案  し  た  こ  と  に  よ  る。 

 個  別  記  載  事  項 
 計  画 
 番  号 

 達  成  度  難  易  度 
 重  要  度 

 評  点 
 取  組  毎  全  体 

 [13]  各  種  助  成  事  業  を  活  ⽤  し  た  研  究  活  動  の  活  性  化  〈  16  〉  ア  Ⅲ  Ⅲ  Ｄ  ３  ３ 

 [14]  研  究  の  質  の  向  上  と  研  究  環  境  の  整  備 
 〈  17  〉  ア  Ⅲ 

 Ⅲ  Ｄ  ３  ３ 
 〈  17  〉  イ  Ⅲ 

 [15]  研  究  成  果  の  地  域  社  会  へ  の  還  元 
 〈  18  〉  ア  Ⅴ  Ⅴ  Ｄ  ３  ４ 

 〈  19  〉  ア  Ⅲ  Ⅲ  Ｄ  ３  ３ 

 合  計  13 

 項  ⽬  別  の  評  点  平  均  値  （合  計  値  ÷  個  別  記  載  事  項  の  数）  3.3 

 （特  筆  す  べ  き  点） 
 [15]  研  究  成  果  の  地  域  社  会  へ  の  還  元 
 〈  18  〉  論  ⽂  発  表、  書  籍  出  版  及  び  学  会  発  表  等  の  教  員  の  研  究  成  果  に  つ  い  て、  ウェ  ブ  サ  イ  ト 

 等  を  通  じ  て  積  極  的  に  発  信 
 （ア）  令  和  ６  年  度  前  期  当  初  及  び  後  期  当  初  に、  教  員  に  対  し  て  研  究  成  果  の  情  報  提  供  を  依 

 頼  し、  学  内  外  へ  の  発  信  を  強  化  し  た  結  果、  前  年  度  の  32  件  を  上  回  る  計  47  件  の  発 
 信  を  ⾏っ  た。 

 （遅  れ  て  い  る  点） 
 ‧  特  に  な  し 

 14 



    ③     地  域  貢  献  に  関  す  る  ⽬  標                                                                                  

 評  価  判  断  理  由 

 Ｂ 

 中  期  計  画  の  進  捗  は  概  ね  順  調 
 【標  準】 

 「個  別  記  載  事  項  ご  と」  の  評  価  の  最  終  評  点  の  平  均  値  が  2.7  以  上 
 3.4  以  下  で  あ  る  こ  と  等  を  総  合  的  に  勘  案  し  た  こ  と  に  よ  る。 

 個  別  記  載  事  項 
 計  画 
 番  号 

 達  成  度  難  易  度 
 重  要  度 

 評  点 
 取  組  毎  全  体 

 [16]  地  域  貢  献  に  関  す  る  基  本  ⽅  針  の  ⾒  直  し 
    ※  令  和  元  年  度  を  もっ  て  終  了 

 ―  ―  ―  Ｄ  ３  ― 

 [17]  地  域  の  政  策  課  題  ･  産  業  界  の  ニー  ズ  に  即  し  た  研  究  ･  教  育 
 活  動  の  展  開 

 〈  20  〉  ア  Ⅲ 
 Ⅲ  Ｄ  ２  ４ 

 〈  20  〉  イ  Ⅲ 

 [18]  ニー  ズ  に  即  し  た  ⽣  涯  学  習  事  業  の  推  進 
 〈  21  〉  ア  Ⅳ 

 Ⅳ  Ｄ  ３  ３ 
 〈  21  〉  イ  Ⅲ 

 [19]  地  域  の  多  様  な  学  習  ニー  ズ  に  対  応  し  た  リ  カ  レ  ン  ト  教  育 
 の  推  進 

 〈  22  〉  ア  Ⅲ 
 Ⅲ  Ｄ  ３  ３ 

 〈  22  〉  イ  Ⅲ 

 合  計  10 

 項  ⽬  別  の  評  点  平  均  値  （合  計  値  ÷  個  別  記  載  事  項  の  数）  3.3 

 （特  筆  す  べ  き  点） 
 [18]  ニー  ズ  に  即  し  た  ⽣  涯  学  習  事  業  の  推  進 
 〈  21  〉  定  期  公  開  講  座、  ⾃  主  講  座、  語  学  講  座、  公  ⺠  館  講  座  等  の  各  種  公  開  講  座  を  実  施  す  る 

 と  と  も  に、  受  講  者  ア  ン  ケー  ト  の  結  果  等  を  踏  ま  え、  必  要  に  応  じ  た  ⾒  直  し  を  実  施 
 （ア）  年  度  計  画  に  基  づ  き、  ⾃  主  講  座  12  件、  語  学  講  座  ６  件、  定  期  公  開  講  座  ６  件、  リ  カ 

 レ  ン  ト  教  育  講  座  ２  件、  ⼩  学  ３‧  ４  年  ⽣  向  け  英  語  教  室  １  件、  公  ⺠  館  講  座  ２  件  を 
 実  施  し  た。 

 （遅  れ  て  い  る  点） 
 ‧  特  に  な  し 
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    ④     国  際  化  に  関  す  る  ⽬  標                                                                                     

 評  価  判  断  理  由 

 Ｂ 
 中  期  計  画  の  進  捗  は  概  ね  順  調 

 【標  準】 

 「個  別  記  載  事  項  ご  と」  の  評  価  の  最  終  評  点  の  平  均  値  が  2.7  以  上 
 3.4  以  下  で  あ  る  こ  と  等  を  総  合  的  に  勘  案  し  た  こ  と  に  よ  る。 

 個  別  記  載  事  項 
 計  画 
 番  号 

 達  成  度  難  易  度 
 重  要  度 

 評  点 
 取  組  毎  全  体 

 [20]  国  際  交  流  に  関  す  る  基  本  ⽅  針  の  ⾒  直  し 
    ※  令  和  元  年  度  を  もっ  て  終  了 

 ―  ―  ―  Ｄ  ３  ― 

 [21]  新  た  な  海  外  協  定  校  の  開  拓  〈  23  〉  ア  Ⅳ  Ⅳ  Ｄ  ３  ３ 

 [22]  留  学  ⽣  の  受  ⼊  れ  プ  ロ  グ  ラ  ム  の  充  実  〈  24  〉  ア  Ⅲ  Ⅲ  Ｄ  ３  ３ 

 [23]  地  域  社  会  に  お  け  る  国  際  交  流  活  動  の  推  進 
 〈  25  〉  ア  Ⅳ 

 Ⅳ  Ｄ  ３  ３ 
 〈  25  〉  イ  Ⅲ 

 [24]  市  内  の  ⼩‧  中  学  校  等  の  教  育  機  関  と  連  携  し  た  教  育  研  究 
 活  動 

 〈  26  〉  ア  Ⅲ 
 Ⅲ  Ｄ  ３  ３ 

 〈  26  〉  イ  Ⅲ 

 合  計  12 

 項  ⽬  別  の  評  点  平  均  値  （合  計  値  ÷  個  別  記  載  事  項  の  数）  3.0 

 （特  筆  す  べ  き  点） 
 [21]  新  た  な  海  外  協  定  校  の  開  拓 
 〈  23  〉  学  ⽣  の  海  外  派  遣  と  留  学  ⽣  の  受  ⼊  れ  を  促  進  す  る  た  め、  新  た  な  海  外  協  定  を  締  結 

 （ア）  令  和  ６  年  ６  ⽉  に  ⽶  国  の  グ  リー  ン  リ  バー  カ  レッ  ジ  と  新  規  協  定  を  締  結  し、  「異  ⽂ 
 化  実  習」  と  「短  期  受  ⼊  研  修」  の  ２  つ  の  プ  ロ  グ  ラ  ム  を  実  施  し  た。 

 [23]  地  域  社  会  に  お  け  る  国  際  交  流  活  動  の  推  進 
 〈  25  〉  学  ⽣  及  び  留  学  ⽣  と  学  外  団  体  や  地  域  住  ⺠  と  の  交  流  機  会  を  創  出 

 （ア）  宮  崎  市  や  宮  崎  ⻘  年  会  議  所  な  ど、  地  域  と  連  携  し  た  多  様  な  国  際  交  流  活  動  を  実  施  し 
 た。  具  体  に  は、  学  内  に  設  置  さ  れ  た  外  国  ⼈  相  談  窓  ⼝  「  MHUB  」  の  記  念  イ  ベ  ン  ト 
 へ  の  参  加  や、  中  国  や  ⽶  国  の  短  期  研  修  ⽣  の  祭  り  へ  の  参  加、  ⽣  活‧  防  災  に  関  す  る 
 セ  ミ  ナー  の  受  講、  市  制  100  周  年  式  典  パ  レー  ド  へ  の  参  加  を  ⾏っ  た。 
 ま  た、  宮  崎  ⻘  年  会  議  所  主  催  の  国  際  交  流  イ  ベ  ン  ト  を  昨  年  度  に  続  き  学  内  で  共  催。 
 学  ⽣  が  運  営  ボ  ラ  ン  ティ  ア  と  し  て  参  加  し、  地  域  住  ⺠  と  の  交  流  の  機  会  を  創  出  し 
 た。 

 （遅  れ  て  い  る  点） 
 ‧  特  に  な  し 
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    ⑤     業  務  運  営  の  改  善  及  び  効  率  化  に  関  す  る  ⽬  標                                                          

 評  価  判  断  理  由 

 Ｂ 

 中  期  計  画  の  進  捗  は  概  ね  順  調 
 【標  準】 

 「個  別  記  載  事  項  ご  と」  の  評  価  の  最  終  評  点  の  平  均  値  が  2.7  以  上 
 3.4  以  下  で  あ  る  こ  と  等  を  総  合  的  に  勘  案  し  た  こ  と  に  よ  る。 

 個  別  記  載  事  項 
 計  画 
 番  号 

 達  成  度  難  易  度 
 重  要  度 

 評  点 
 取  組  毎  全  体 

 [25]  適  切  な  意  思  決  定  と  組  織  及  び  業  務  運  営  の  改  善 
 〈  27  〉  ア  Ⅲ 

 Ⅲ  Ｄ  ３  ３ 
 〈  27  〉  イ  Ⅲ 

 [26]  優  秀  で  多  様  な  教  職  員  の  確  保  と  評  価  制  度  の  導  ⼊‧  実  施 

 〈  28  〉  ア  Ⅱ  Ⅱ  Ｄ  ２  ３ 

 〈  29  〉  ア  Ⅲ  Ⅲ  Ｄ  ２  ４ 

 〈  30  〉  ア  Ⅲ 
 Ⅲ  Ｄ  ２  ４ 

 〈  30  〉  イ  Ⅲ 

 〈  31  〉  ア  Ⅲ  Ⅲ  Ｄ  ２  ４ 

 [27]  教  職  員  の  能  ⼒  及  び  資  質  向  上  へ  の  取  組 
 〈  32  〉  ア  Ⅲ 

 Ⅲ  Ｄ  ３  ３ 
 〈  32  〉  イ  Ⅲ 

 [28]  法  令  遵  守  の  徹  底  に  よ  る  適  切  な  ⼤  学  運  営  の  実  施 

 〈  33  〉  ア  Ⅲ 
 Ⅲ  Ｄ  ３  ３ 

 〈  33  〉  イ  Ⅲ 

 〈  34  〉  ア  Ⅲ  Ⅲ  Ｄ  ３  ３ 

 [29]  ハ  ラ  ス  メ  ン  ト  防  ⽌  ･  対  策  の  徹  底  〈  35  〉  ア  Ⅲ  Ⅲ  Ｄ  ３  ３ 

 [30]  災  害  等  の  有  事  に  お  け  る  危  機  管  理  へ  の  対  応 

 〈  36  〉  ア  Ⅲ 

 Ⅲ  Ｄ  ３  ３  〈  36  〉  イ  Ⅲ 

 〈  36  〉  ウ  Ⅲ 

 [31]  個  ⼈  情  報  を  は  じ  め  と  す  る  情  報  管  理  へ  の  対  応 

 〈  37  〉  ア  Ⅲ 
 Ⅲ  Ｄ  ３  ３ 

 〈  37  〉  イ  Ⅲ 

 〈  38  〉  ア  Ⅲ  Ⅲ  Ｄ  ３  ３ 

 合  計  39 

 項  ⽬  別  の  評  点  平  均  値  （合  計  値  ÷  個  別  記  載  事  項  の  数）  3.3 

 （特  筆  す  べ  き  点） 
 ‧  特  に  な  し 

 （遅  れ  て  い  る  点） 
 [26]  優  秀  で  多  様  な  教  職  員  の  確  保  と  評  価  制  度  の  導  ⼊‧  実  施 
 〈  28  〉  教  育‧  研  究‧  地  域  貢  献‧  ⼤  学  運  営  等  に  関  す  る  業  績  を  適  正  に  評  価  す  る  た  め  の  教  員 

 評  価  制  度  を  検  討 
 （ア）  宮  崎  県  ⽴  看  護  ⼤  学  を  訪  問  し、  教  員  評  価  の  運  ⽤  及  び  課  題  に  つ  い  て  聞  き  取  り  を 

 ⾏っ  た。  こ  れ  ま  で  の  検  討  も  踏  ま  え、  教  員  評  価  （案）  を  策  定  中  で  あ  る。 
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    ⑥     財  務  内  容  の  改  善  に  関  す  る  ⽬  標                                                                         

 評  価  判  断  理  由 

 Ｂ 

 中  期  計  画  の  進  捗  は  概  ね  順  調 
 【標  準】 

 「個  別  記  載  事  項  ご  と」  の  評  価  の  最  終  評  点  の  平  均  値  が  2.7  以  上 
 3.4  以  下  で  あ  る  こ  と  等  を  総  合  的  に  勘  案  し  た  こ  と  に  よ  る。 

 個  別  記  載  事  項 
 計  画 
 番  号 

 達  成  度  難  易  度 
 重  要  度 

 評  点 
 取  組  毎  全  体 

 [32]  経  費  の  削  減  及  び  効  果  的  な  予  算  編  成 

 〈  39  〉  ア  Ⅲ 

 Ⅲ  Ｄ  ３  ３  〈  39  〉  イ  Ⅲ 

 〈  39  〉  ウ  Ⅲ 

 [33]  安  定  的  な  志  願  者  及  び  ⼊  学  者  の  確  保 

 〈  40  〉  ア  Ⅲ 
 Ⅲ  Ｄ  ３  ３ 

 〈  40  〉  イ  Ⅲ 

 〈  41  〉  ア  Ⅲ 

 Ⅲ  Ｄ  ３  ３  〈  41  〉  イ  Ⅲ 

 〈  41  〉  ウ  Ⅲ 

 〈  42  〉  ア  Ⅲ  Ⅲ  Ｄ  ３  ３ 

 〈  43  〉  ア  Ⅲ 
 Ⅲ  Ｄ  ３  ３ 

 〈  43  〉  イ  Ⅲ 

 [34]  産  学  官  等  と  の  連  携  に  よ  る  寄  附  講  座  の  開  設  〈  44  〉  ア  Ⅲ  Ⅲ  Ｄ  ３  ３ 

 [35]  研  究  活  動  に  お  け  る  外  部  資  ⾦  の  獲  得 
 〈  45  〉  ア  Ⅲ 

 Ⅳ  Ｄ  ３  ３ 
 〈  45  〉  イ  Ⅴ 

 [36]  ⻑  寿  命  化  計  画  に  基  づ  く  施  設  設  備  の  整  備  と  有  効  活  ⽤ 
 〈  46  〉  ア  Ⅲ 

 Ⅲ  Ｄ  ３  ３ 
 〈  46  〉  イ  Ⅲ 

 [37]  計  画  的  な  情  報  シ  ス  テ  ム  の  整  備  と  有  効  活  ⽤ 
 〈  47  〉  ア  Ⅲ 

 Ⅲ  Ｄ  ３  ３ 
 〈  47  〉  イ  Ⅲ 

 合  計  27 

 項  ⽬  別  の  評  点  平  均  値  （合  計  値  ÷  個  別  記  載  事  項  の  数）  3.0 

 （特  筆  す  べ  き  点） 
 [35]  研  究  活  動  に  お  け  る  外  部  資  ⾦  の  獲  得 
 〈  45  〉  研  究  活  動  に  お  け  る  外  部  資  ⾦  の  獲  得  に  向  け  て、  公  募  情  報  や  採  択  事  例  を  積  極  的  に  周 

 知  し、  各  研  究  助  成  事  業  の  応  募  促  進  を  企  図。  ま  た、  科  学  研  究  費  助  成  事  業  に  つ  い  て 
 は、  こ  れ  ま  で  採  択  さ  れ  た  教  員  を  中  ⼼  に  依  頼  し、  応  募  ⽀  援  に  係  る  講  習  会  を  実  施、 
 よ  り  応  募  し  や  す  い  環  境  を  設  定。 

 （イ）  科  学  研  究  費  以  外  の  外  部  研  究  助  成  事  業  に  つ  い  て、  ７  件  の  応  募  が  あっ  た。  そ  の  う 
 ち  ３  件  が  採  択  さ  れ、  ３  件  が  審  査  中  と  なっ  て  い  る。 

 （遅  れ  て  い  る  点） 
 ‧  特  に  な  し 

 18 



    ⑦     ⾃  ⼰  点  検  ･  評  価  及  び  情  報  公  開  ･  提  供  に  関  す  る  ⽬  標                                                 

 評  価  判  断  理  由 

 Ｂ 

 中  期  計  画  の  進  捗  は  概  ね  順  調 
 【標  準】 

 「個  別  記  載  事  項  ご  と」  の  評  価  の  最  終  評  点  の  平  均  値  が  2.7  以  上 
 3.4  以  下  で  あ  る  こ  と  等  を  総  合  的  に  勘  案  し  た  こ  と  に  よ  る。 

 個  別  記  載  事  項 
 計  画 
 番  号 

 達  成  度  難  易  度 
 重  要  度 

 評  点 
 取  組  毎  全  体 

 [38]  法  ⼈  評  価  と  認  証  評  価  を  通  じ  た  改  善  活  動 

 〈  48  〉  ア  Ⅲ 

 Ⅲ  Ｄ  ３  ３  〈  48  〉  イ  Ⅲ 

 〈  48  〉  ウ  Ⅲ 

 [39]  適  切  な  情  報  公  開  と  認  知  度  向  上  に  向  け  た  広  報  活  動  の 
 展  開 

 〈  49  〉  ア  Ⅲ  Ⅲ  Ｄ  ３  ３ 

 〈  51  〉  ア  Ⅲ 
 Ⅲ  Ｄ  ３  ３ 

 〈  51  〉  イ  Ⅲ 

 合  計  ９ 

 項  ⽬  別  の  評  点  平  均  値  （合  計  値  ÷  個  別  記  載  事  項  の  数）  3.0 

 （特  筆  す  べ  き  点） 
 ‧  特  に  な  し 

 （遅  れ  て  い  る  点） 
 ‧  特  に  な  し 
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    ⑧     ⼤  学  改  ⾰  に  関  す  る  ⽬  標                                                                                  

 評  価  判  断  理  由 

 Ｂ 

 中  期  計  画  の  進  捗  は  概  ね  順  調 
 【標  準】 

 「個  別  記  載  事  項  ご  と」  の  評  価  の  最  終  評  点  の  平  均  値  が  2.7  以  上 
 3.4  以  下  で  あ  る  こ  と  等  を  総  合  的  に  勘  案  し  た  こ  と  に  よ  る。 

 個  別  記  載  事  項 
 計  画 
 番  号 

 達  成  度  難  易  度 
 重  要  度 

 評  点 
 取  組  毎  全  体 

 [40]  時  代  の  変  化  に  対  応  し  た  教  育  改  ⾰  〈  51  〉  ア  Ⅲ  Ⅲ  Ｄ  ３  ３ 

 合  計  ３ 

 項  ⽬  別  の  評  点  平  均  値  （合  計  値  ÷  個  別  記  載  事  項  の  数）  3.0 

 （特  筆  す  べ  き  点） 
 ‧  特  に  な  し 

 （遅  れ  て  い  る  点） 
 ‧  特  に  な  し 
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 （２）  第  ３  期  中  期  ⽬  標  期  間  に  係  る  業  務  実  績                                                                

 ＜  評  価  結  果  の  概  要  ＞ 

 Ｓ  Ａ  Ｂ  Ｃ  Ｄ 

    ①     教  育  に  関  す  る  ⽬  標  ○ 

    ②     研  究  に  関  す  る  ⽬  標  ○ 

    ③     地  域  貢  献  に  関  す  る  ⽬  標  ○ 

    ④     国  際  化  に  関  す  る  ⽬  標  ○ 

    ⑤     業  務  運  営  の  改  善  及  び  効  率  化  に  関  す  る  ⽬  標  ○ 

    ⑥     財  務  内  容  の  改  善  に  関  す  る  ⽬  標  ○ 

    ⑦     ⾃  ⼰  点  検  ･  評  価  及  び  情  報  公  開  ･  提  供  に  関  す  る  ⽬  標  ○ 

    ⑧     ⼤  学  改  ⾰  に  関  す  る  ⽬  標  ○ 

    ①     教  育  に  関  す  る  ⽬  標                                                                                        

 評  価  判  断  理  由 

 Ｂ 

 中  期  計  画  を  概  ね  達  成  す  る 
 【標  準】 

 「個  別  記  載  事  項  ご  と」  の  評  価  の  最  終  評  点  の  平  均  値  が  2.7  以  上 
 3.4  以  下  で  あ  る  こ  と  等  を  総  合  的  に  勘  案  し  た  こ  と  に  よ  る。 

 個  別  記  載  事  項 
 ⼯  程  表 

 番  号 

 達  成  度  難  易  度 
 重  要  度 

 評  点 
 取  組  毎  全  体 

 [1]  教  養  教  育  に  お  け  る  ｢  国  際  ⽂  化  学  ｣  の  体  系  化 

 ①  Ⅳ 

 Ⅳ  Ｄ  ３  ３  ②  Ⅳ 

 ③  Ⅳ 

 [2]  外  国  語  に  よ  る  コ  ミュ  ニ  ケー  ショ  ン  能  ⼒  の  育  成 

 ①  Ⅲ 

 Ⅲ  Ｄ  ３  ３  ②  Ⅲ 

 ③  Ⅳ 

 [3]  他  機  関  か  ら  講  師  等  を  招  い  て  実  施  す  る  授  業  や  学  習  活  動 

 ①  Ⅲ 

 Ⅲ  Ｄ  ２  ４  ②  Ⅲ 

 ③  Ⅲ 

 [4]  地  域  で  の  体  験  学  習  や  学  外  学  習  活  動 

 ①  Ⅲ 

 Ⅲ  Ｄ  ２  ４  ②  Ⅲ 

 ③  Ⅲ 

 [5]  教  員  の  教  育  能  ⼒  の  向  上  と  教  育  の  質  の  改  善‧  向  上 
 ①  Ⅲ 

 Ⅲ  Ｄ  ３  ３ 
 ②  Ⅲ 

 [6]  優  秀  な  学  ⽣  の  確  保  と  県  内  出  ⾝  者  の  ⼊  学  促  進 

 ①  Ⅲ 

 Ⅲ  Ｄ  １  ４ 
 ②  Ⅲ 

 ③  Ⅲ 

 ④  － 

 [7]  就  職  ･  キャ  リ  ア  ⽀  援  と  県  内  企  業  の  認  知  度  向  上 
 ①  Ⅲ 

 Ⅳ  Ｄ  １  ５ 
 ②  Ⅳ 
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 個  別  記  載  事  項 
 ⼯  程  表 

 番  号 

 達  成  度  難  易  度 
 重  要  度 

 評  点 
 取  組  毎  全  体 

 [8]  教  職  に  関  す  る  学  ⽣  の  資  質  向  上 

 ①  Ⅲ 

 Ⅲ  Ｄ  ３  ３  ②  Ⅲ 

 ③  Ⅲ 

 [9]  教  職  関  連  の  就  職  を  ⽬  指  す  学  ⽣  の  就  職  ⽀  援 

 ①  Ⅲ 

 Ⅲ  Ｄ  ３  ３ 
 ②  Ⅲ 

 ③  Ⅲ 

 ④  Ⅲ 

 [10]  ⼼  ⾝  の  健  康  に  係  る  ⽀  援  や  障  が  い  の  あ  る  学  ⽣  へ  の  ⽀  援 

 ①  Ⅲ 

 Ⅲ  Ｄ  ３  ３ 
 ②  Ⅲ 

 ③  Ⅲ 

 ④  Ⅲ 

 [11]  経  済  的  ⽀  援  の  充  実  及  び  「授  業  料  減  免  及  び  給  付  型  奨  学 
 ⾦」  へ  の  対  応 

 ①  Ⅲ 

 Ⅲ  Ｄ  ３  ３  ②  Ⅲ 

 ③  Ⅲ 

 [12]  個々  の  学  ⽣  に  対  応  し  た  履  修  相  談  や  学  習  相  談  ①  Ⅲ  Ⅲ  Ｄ  ３  ３ 

 合  計  41 

 項  ⽬  別  の  評  点  平  均  値  （合  計  値  ÷  個  別  記  載  事  項  の  数）  3.4 

 （特  筆  す  べ  き  点） 
 [１]  教  養  教  育  に  お  け  る  「国  際  ⽂  化  学」  の  体  系  化 

 ①  「国  際  ⽂  化  学」  を  体  系  的  に  学  ぶ  た  め  の  ⽅  策  に  つ  い  て、  学  内  で  意  ⾒  交  換  す  る  と  と  も 
 に、  他  ⼤  学  の  事  例  調  査  や  実  地  視  察  を  ⾏っ  た  結  果、  カ  リ  キュ  ラ  ム  の  設  計  ⽅  法、  初  年 
 次  教  育  で  の  学  ⽣  ⾃  ⾝  の  学  び  の  設  計  の  重  要  性  な  ど  を  把  握  し  た。  こ  れ  ら  の  知  ⾒  を  基 
 に、  初  年  次  教  育  の  授  業  で、  学  ⽣  ⾃  ⾝  が  学  び  を  設  計  し  て  い  く  よ  う  案  内  を  開  始  す  る  と 
 と  も  に、  学  ⽣  が  学  び  を  設  計  し  や  す  く  す  る  た  め、  「カ  リ  キュ  ラ  ム  ツ  リー」  と  「カ  リ 
 キュ  ラ  ム  マッ  プ」  を  作  成  し  た。 

 ②  リ  ベ  ラ  ル  アー  ツ  に  お  け  る  分  野  横  断  的  な  学  び  を  推  進  す  る  た  め、  専  任  教  員  に  ア  ン  ケー 
 ト  を  実  施  し  た  結  果  を  基  に、  「カ  リ  キュ  ラ  ム  マッ  プ」  を  作  成。  履  修  ガ  イ  ダ  ン  ス  等  で 
 学  ⽣  に  周  知  し  た。 

 ③  令  和  ３  年  度  に  作  成  し  た  「カ  リ  キュ  ラ  ム  マッ  プ」  を、  よ  り  分  か  り  や  す  く  す  る  た  め、 
 学  年  ご  と  に  科  ⽬  の  性  質  や  関  連  性  を  ⽰  し  た  「カ  リ  キュ  ラ  ム  ツ  リー」  と、  各  専  攻  の  履 
 修  で  ど  の  よ  う  な  ス  キ  ル  が  ⾝  に  つ  く  か  を  レー  ダー  チャー  ト  で  可  視  化  し  た  「カ  リ  キュ 
 ラ  ム  マッ  プ」  を  作  成。  学  ⽣  が  ⾃  ⾝  の  履  修  計  画  を  ⽴  て  る  際  の  参  考  と  な  る  よ  う  周  知。 

 [２]  外  国  語  に  よ  る  コ  ミュ  ニ  ケー  ショ  ン  能  ⼒  の  育  成 
 ③  授  業  外  で  の  外  国  語  学  習  機  会  の  提  供  と  し  て、  英  語‧  中  国  語‧  韓  国  語  の  学  習  ⽀  援  を  実 

 施  し、  過  去  ６  年  間  の  年  間  延  べ  利  ⽤  者  数  は  ⽬  標  の  400  名  を  超  え  て  い  る。  ま  た、  前  述 
 の  学  習  ⽀  援  と  は  別  に、  専  ⾨  科  ⽬  な  ど  語  学  以  外  の  授  業  に  お  い  て  も、  外  国  語  を  主  ⾔  語 
 と  す  る  授  業  を  実  施  し  て  い  る。 

 [７]  就  職  ･  キャ  リ  ア  ⽀  援  と  県  内  企  業  の  認  知  度  向  上 
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 ②  教  育  的  効  果  の  ⾼  い  イ  ン  ター  ン  シッ  プ  を  実  施  す  る  た  め、  専  ⾨  ⼈  材  の  配  置  と  ⽀  援  体  制 
 の  強  化、  宮  崎  県  内  連  携  企  業  で  の  独  ⾃  プ  ロ  グ  ラ  ム  の  開  始、  教  育  的  効  果  の  測  定  を  ⾏ 
 い、  今  後  も  検  証  と  改  善  を  継  続  し  て  い  く。 

 （遅  れ  て  い  る  点） 
 ‧  特  に  な  し 
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    ②     研  究  に  関  す  る  ⽬  標                                                                                        

 評  価  判  断  理  由 

 Ｂ 

 中  期  計  画  を  概  ね  達  成  す  る 
 【標  準】 

 「個  別  記  載  事  項  ご  と」  の  評  価  の  最  終  評  点  の  平  均  値  が  2.7  以  上 
 3.4  以  下  で  あ  る  こ  と  等  を  総  合  的  に  勘  案  し  た  こ  と  に  よ  る。 

 個  別  記  載  事  項 
 計  画 
 番  号 

 達  成  度  難  易  度 
 重  要  度 

 評  点 
 取  組  毎  全  体 

 [13]  各  種  助  成  事  業  を  活  ⽤  し  た  研  究  活  動  の  活  性  化  ①  Ⅲ  Ⅲ  Ｄ  ３  ３ 

 [14]  研  究  の  質  の  向  上  と  研  究  環  境  の  整  備 
 ①  Ⅳ 

 Ⅳ  Ｄ  ３  ３ 
 ②  Ⅳ 

 [15]  研  究  成  果  の  地  域  社  会  へ  の  還  元 
 ①  Ⅴ 

 Ⅴ  Ｄ  ３  ４ 
 ②  Ⅴ 

 合  計  10 

 項  ⽬  別  の  評  点  平  均  値  （合  計  値  ÷  個  別  記  載  事  項  の  数）  3.3 

 （特  筆  す  べ  き  点） 
 [14]  研  究  の  質  の  向  上  と  研  究  環  境  の  整  備 

 ①  研  究  成  果  を  検  証‧  評  価  す  る  ⽅  策  に  つ  い  て、  他  ⼤  学  の  事  例  調  査  や  関  連  規  程  等  の  収  集 
 を  ⾏  い、  評  価  に  必  要  な  項  ⽬  や  課  題  の  洗  い  出  し  を  ⾏っ  た。  こ  れ  ま  で  の  検  討  結  果  等  を 
 参  考  に、  教  員  評  価  へ  の  反  映  を  検  討  し  た。 

 ②  既  存  の  研  究  ⽀  援  策  の  課  題  を  検  討  し、  研  修  ⽇  制  度  の  ⼀  部  変  更  を  ⾏っ  た。  ま  た、  新  た 
 な  研  究  ⽀  援  策  と  し  て、  サ  バ  ティ  カ  ル  研  修  制  度  の  導  ⼊  準  備  を  進  め、  令  和  ８  年  度  か  ら 
 の  制  度  開  始  を  ⽬  指  し、  研  修  中  の  授  業  へ  の  対  応  な  ど、  具  体  的  な  運  ⽤  ⽅  法  の  検  討  を  継 
 続  し  て  い  る。 

 [15]  研  究  成  果  の  地  域  社  会  へ  の  還  元 
 ①  教  員  の  研  究  成  果  に  つ  い  て、  ウェ  ブ  サ  イ  ト  等  を  活  ⽤  し、  学  内  外  に  ６  年  間  で  合  計  280 

 回  (年  平  均  46.6  回)  の  発  信  を  ⾏っ  た。    
 ②  「学  ⻑  裁  量  助  成  事  業」  を  活  ⽤  し  た  新  た  な  研  究  成  果  の  還  元  の  た  め、  ６  年  間  で  合  計  10 

 回  (年  平  均  2.5  回)  の  研  究  成  果  発  表  を  ⾏っ  た。 

 （遅  れ  て  い  る  点） 
 ‧  特  に  な  し 
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    ③     地  域  貢  献  に  関  す  る  ⽬  標                                                                                  

 評  価  判  断  理  由 

 Ｂ 

 中  期  計  画  を  概  ね  達  成  す  る 
 【標  準】 

 「個  別  記  載  事  項  ご  と」  の  評  価  の  最  終  評  点  の  平  均  値  が  2.7  以  上 
 3.4  以  下  で  あ  る  こ  と  等  を  総  合  的  に  勘  案  し  た  こ  と  に  よ  る。 

 個  別  記  載  事  項 
 計  画 
 番  号 

 達  成  度  難  易  度 
 重  要  度 

 評  点 
 取  組  毎  全  体 

 [16]  地  域  貢  献  に  関  す  る  基  本  ⽅  針  の  ⾒  直  し  ①  Ⅲ  Ⅲ  Ｄ  ３  ３ 

 [17]  地  域  の  政  策  課  題  ･  産  業  界  の  ニー  ズ  に  即  し  た  研  究  ･  教  育 
 活  動  の  展  開 

 ①  Ⅳ 

 Ⅲ  Ｄ  ２  ４ 
 ②  Ⅲ 

 ③  Ⅲ 

 ④  Ⅲ 

 [18]  ニー  ズ  に  即  し  た  ⽣  涯  学  習  事  業  の  推  進  ①  Ⅲ  Ⅲ  Ｄ  ３  ３ 

 [19]  地  域  の  多  様  な  学  習  ニー  ズ  に  対  応  し  た  リ  カ  レ  ン  ト  教  育 
 の  推  進 

 ①  Ⅳ 

 Ⅳ  Ｄ  ３  ３ 
 ②  Ⅲ 

 ③  Ⅲ 

 ④  Ⅳ 

 合  計  13 

 項  ⽬  別  の  評  点  平  均  値  （合  計  値  ÷  個  別  記  載  事  項  の  数）  3.3 

 （特  筆  す  べ  き  点） 
 [17]  地  域  の  政  策  課  題  ･  産  業  界  の  ニー  ズ  に  即  し  た  研  究  ･  教  育  活  動  の  展  開 

 ①  地  域  貢  献  活  動  を  推  進  す  る  た  め、  教  員  の  専  ⾨  知  識  や  研  究  テー  マ  を  ま  と  め  た  「地  域  貢 
 献  活  動  リ  ス  ト」  を  令  和  ４  年  度  ま  で  に  作  成  し、  ⾃  治  体  や  企  業  へ  の  ヒ  ア  リ  ン  グ  に  活  ⽤ 
 し  て  い  る。  ま  た、  令  和  ６  年  度  に  教  員  の  顔  写  真  や、  ホー  ム  ペー  ジ  に  ア  ク  セ  ス  で  き  る 
 Ｑ  Ｒ  コー  ド  を  追  加  す  る  改  訂  を  ⾏っ  た。 

 [19]  地  域  の  多  様  な  学  習  ニー  ズ  に  対  応  し  た  リ  カ  レ  ン  ト  教  育  の  推  進 
 ①  ⼤  学  の  強  み  で  あ  る  語  学  を  活  か  し  た  リ  カ  レ  ン  ト  教  育  の  可  能  性  を  探  る  た  め、  「地  域  貢 

 献  リ  ス  ト」  を  活  ⽤  し  て  ヒ  ア  リ  ン  グ  を  ⾏っ  た。 
 ④  受  講  者  ア  ン  ケー  ト  や  派  遣  企  業  へ  の  ヒ  ア  リ  ン  グ  等  を  と  お  し  て、  次  年  度  開  講  に  向  け  課 

 題  等  を  整  理  し  活  か  す  べ  く  努  め  て  い  る。  ア  ン  ケー  ト  等  で  韓  国  語‧  中  国  語  講  座  に  対  す 
 る  ニー  ズ  が  明  ら  か  に  なっ  た  た  め、  令  和  ５  年  度  か  ら  新  た  な  講  座  を  開  講  し  た。  ま  た、 
 令  和  ６  年  度  か  ら  講  座  を  改  編  し、  対  象  を  広  げ  た。 

 （遅  れ  て  い  る  点） 
 ‧  特  に  な  し 

 25 



    ④     国  際  化  に  関  す  る  ⽬  標                                                                                     

 評  価  判  断  理  由 

 Ｂ 

 中  期  計  画  を  概  ね  達  成  す  る 
 【標  準】 

 「個  別  記  載  事  項  ご  と」  の  評  価  の  最  終  評  点  の  平  均  値  が  2.7  以  上 
 3.4  以  下  で  あ  る  こ  と  等  を  総  合  的  に  勘  案  し  た  こ  と  に  よ  る。 

 個  別  記  載  事  項 
 計  画 
 番  号 

 達  成  度  難  易  度 
 重  要  度 

 評  点 
 取  組  毎  全  体 

 [20]  国  際  交  流  に  関  す  る  基  本  ⽅  針  の  ⾒  直  し  ①  Ⅲ  Ⅲ  Ｄ  ３  ３ 

 [21]  新  た  な  海  外  協  定  校  の  開  拓 
 ①  Ⅳ 

 Ⅳ  Ｄ  ３  ３ 
 ②  Ⅲ 

 [22]  留  学  ⽣  の  受  ⼊  れ  プ  ロ  グ  ラ  ム  の  充  実 
 ①  Ⅲ 

 Ⅲ  Ｄ  ３  ３ 
 ②  Ⅲ 

 [23]  地  域  社  会  に  お  け  る  国  際  交  流  活  動  の  推  進 
 ①  Ⅳ 

 Ⅳ  Ｄ  ３  ３ 
 ②  Ⅲ 

 [24]  市  内  の  ⼩‧  中  学  校  等  の  教  育  機  関  と  連  携  し  た  教  育  研  究 
 活  動 

 ①  Ⅲ 
 Ⅲ  Ｄ  ３  ３ 

 ②  Ⅲ 

 合  計  15 

 項  ⽬  別  の  評  点  平  均  値  （合  計  値  ÷  個  別  記  載  事  項  の  数）  3.0 

 （特  筆  す  べ  き  点） 
 [21]  新  た  な  海  外  協  定  校  の  開  拓 

 ①  学  ⽣‧  保  護  者  か  ら  の  興  味‧  関  ⼼  が  ⾼  い  英  語  圏  を  中  ⼼  に、  ワ  イ  カ  ト  ⼤  学  （ニュー 
 ジー  ラ  ン  ド）、  グ  リー  ン  リ  バー  カ  レッ  ジ  （⽶  国）  と  協  定  を  締  結  し  た。 

 [23]  地  域  社  会  に  お  け  る  国  際  交  流  活  動  の  推  進 
 ①  コ  ロ  ナ  禍  以  前  の  平  成  31  年  度  は、  学  外  イ  ベ  ン  ト  へ  の  学  ⽣  派  遣  や、  短  期  研  修  受  ⼊  で  の 

 ホー  ム  ス  テ  イ  な  ど  を  通  じ、  交  流  を  ⾏っ  て  い  た。  令  和  ２  年  度  以  降  は、  コ  ロ  ナ  感  染  症 
 の  影  響  に  よ  り、  対  ⾯  活  動  を  中  ⽌  し、  オ  ン  ラ  イ  ン  で  形  式  を  ⼯  夫  し  て  交  流  を  継  続  し 
 た。  令  和  ５  年  度  及  び  令  和  ６  年  度  は、  対  ⾯  で  の  イ  ベ  ン  ト  を  再  開  し  た。 

 （遅  れ  て  い  る  点） 
 ‧  特  に  な  し 
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    ⑤     業  務  運  営  の  改  善  及  び  効  率  化  に  関  す  る  ⽬  標                                                          

 評  価  判  断  理  由 

 Ｂ 

 中  期  計  画  を  概  ね  達  成  す  る 
 【標  準】 

 「個  別  記  載  事  項  ご  と」  の  評  価  の  最  終  評  点  の  平  均  値  が  2.7  以  上 
 3.4  以  下  で  あ  る  こ  と  等  を  総  合  的  に  勘  案  し  た  こ  と  に  よ  る。 

 個  別  記  載  事  項 
 計  画 
 番  号 

 達  成  度  難  易  度 
 重  要  度 

 評  点 
 取  組  毎  全  体 

 [25]  適  切  な  意  思  決  定  と  組  織  及  び  業  務  運  営  の  改  善 
 ①  Ⅲ 

 Ⅲ  Ｄ  ３  ３ 
 ②  Ⅲ 

 [26]  優  秀  で  多  様  な  教  職  員  の  確  保  と  評  価  制  度  の  導  ⼊‧  実  施 

 ①  Ⅱ 

 Ⅲ  Ｄ  ２  ４ 
 ②  Ⅲ 

 ③  Ⅲ 

 ④  Ⅲ 

 [27]  教  職  員  の  能  ⼒  及  び  資  質  向  上  へ  の  取  組  ①  Ⅲ  Ⅲ  Ｄ  ３  ３ 

 [28]  法  令  遵  守  の  徹  底  に  よ  る  適  切  な  ⼤  学  運  営  の  実  施 

 ①  Ⅲ 

 Ⅲ  Ｄ  ３  ３  ②  Ⅲ 

 ③  Ⅲ 

 [29]  ハ  ラ  ス  メ  ン  ト  防  ⽌  ･  対  策  の  徹  底 

 ①  Ⅲ 

 Ⅲ  Ｄ  ３  ３ 
 ②  Ⅲ 

 ③  Ⅲ 

 ④  Ⅲ 

 [30]  災  害  等  の  有  事  に  お  け  る  危  機  管  理  へ  の  対  応 
 ①  Ⅲ 

 Ⅲ  Ｄ  ３  ３ 
 ②  Ⅲ 

 [31]  個  ⼈  情  報  を  は  じ  め  と  す  る  情  報  管  理  へ  の  対  応 
 ①  Ⅲ 

 Ⅲ  Ｄ  ３  ３ 
 ②  Ⅲ 

 合  計  22 

 項  ⽬  別  の  評  点  平  均  値  （合  計  値  ÷  個  別  記  載  事  項  の  数）  3.1 

 （特  筆  す  べ  き  点） 
 ‧  特  に  な  し 

 （遅  れ  て  い  る  点） 
 [26]  優  秀  で  多  様  な  教  職  員  の  確  保  と  評  価  制  度  の  導  ⼊‧  実  施 

 ①  教  員  評  価  制  度  の  導  ⼊  に  向  け、  令  和  元  年  度  か  ら  令  和  ３  年  度  に  か  け  て、  他  ⼤  学  の  制  度 
 を  調  査  し、  適  し  た  評  価  ⽅  法  や  結  果  の  反  映  ⽅  法  を  検  討  し  た。  令  和  ６  年  度  に  は、  検  討 
 結  果  を  踏  ま  え、  評  価  に  必  要  な  教  員  の  活  動  状  況  を  ⼀  元  管  理  す  る  シ  ス  テ  ム  を  構  築  し、 
 評  価  案  を  作  成  中  で  あ  る。 
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    ⑥     財  務  内  容  の  改  善  に  関  す  る  ⽬  標                                                                         

 評  価  判  断  理  由 

 Ｂ 

 中  期  計  画  を  概  ね  達  成  す  る 
 【標  準】 

 「個  別  記  載  事  項  ご  と」  の  評  価  の  最  終  評  点  の  平  均  値  が  2.7  以  上 
 3.4  以  下  で  あ  る  こ  と  等  を  総  合  的  に  勘  案  し  た  こ  と  に  よ  る。 

 個  別  記  載  事  項 
 計  画 
 番  号 

 達  成  度  難  易  度 
 重  要  度 

 評  点 
 取  組  毎  全  体 

 [32]  経  費  の  削  減  及  び  効  果  的  な  予  算  編  成  ①  Ⅲ  Ⅲ  Ｄ  ３  ３ 

 [33]  安  定  的  な  志  願  者  及  び  ⼊  学  者  の  確  保 

 ①  Ⅲ 

 Ⅲ  Ｄ  ３  ３ 
 ②  Ⅲ 

 ③  Ⅲ 

 ④  Ⅲ 

 [34]  産  学  官  等  と  の  連  携  に  よ  る  寄  附  講  座  の  開  設 
 ①  Ⅲ 

 Ⅲ  Ｄ  ３  ３ 
 ②  Ⅲ 

 [35]  研  究  活  動  に  お  け  る  外  部  資  ⾦  の  獲  得 
 ①  Ⅴ 

 Ⅴ  Ｄ  ３  ４ 
 ②  Ⅴ 

 [36]  ⻑  寿  命  化  計  画  に  基  づ  く  施  設  設  備  の  整  備  と  有  効  活  ⽤ 

 ①  Ⅲ 

 Ⅲ  Ｄ  ３  ３  ②  Ⅲ 

 ③  Ⅲ 

 [37]  計  画  的  な  情  報  シ  ス  テ  ム  の  整  備  と  有  効  活  ⽤ 

 ①  Ⅲ 

 Ⅲ  Ｄ  ３  ３  ②  Ⅲ 

 ③  Ⅲ 

 合  計  19 

 項  ⽬  別  の  評  点  平  均  値  （合  計  値  ÷  個  別  記  載  事  項  の  数）  3.2 

 （特  筆  す  べ  き  点） 
 [35]  研  究  活  動  に  お  け  る  外  部  資  ⾦  の  獲  得 

 ①  科  学  研  究  費  の  採  択  経  験  の  あ  る  教  員  や  担  当  職  員  に  よ  る  申  請  ⽀  援  を  通  し  て、  ６  年  間  で 
 49  件  (年  平  均  8.2  件)  の  申  請  を  ⾏っ  た。 

 ②  科  学  研  究  費  以  外  の  外  部  の  研  究  助  成  事  業  に  つ  い  て、  公  募  情  報  の  積  極  的  周  知  を  ⾏  い、 
 ６  年  間  で  25  件  (年  平  均  4.1  件)  の  応  募  が  あっ  た。 

 （遅  れ  て  い  る  点） 
 ‧  特  に  な  し 
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    ⑦     ⾃  ⼰  点  検  ･  評  価  及  び  情  報  公  開  ･  提  供  に  関  す  る  ⽬  標                                                 

 評  価  判  断  理  由 

 Ｂ 

 中  期  計  画  を  概  ね  達  成  す  る 
 【標  準】 

 「個  別  記  載  事  項  ご  と」  の  評  価  の  最  終  評  点  の  平  均  値  が  2.7  以  上 
 3.4  以  下  で  あ  る  こ  と  等  を  総  合  的  に  勘  案  し  た  こ  と  に  よ  る。 

 個  別  記  載  事  項 
 計  画 
 番  号 

 達  成  度  難  易  度 
 重  要  度 

 評  点 
 取  組  毎  全  体 

 [38]  法  ⼈  評  価  と  認  証  評  価  を  通  じ  た  改  善  活  動 

 ①  Ⅲ 

 Ⅲ  Ｄ  ３  ３ 

 ②  Ⅲ 

 ③  Ⅲ 

 ④  Ⅲ 

 ⑤  Ⅲ 

 [39]  適  切  な  情  報  公  開  と  認  知  度  向  上  に  向  け  た  広  報  活  動  の 
 展  開 

 ①  Ⅲ 
 Ⅲ  Ｄ  ３  ３ 

 ②  Ⅲ 

 合  計  ６ 

 項  ⽬  別  の  評  点  平  均  値  （合  計  値  ÷  個  別  記  載  事  項  の  数）  3.0 

 （特  筆  す  べ  き  点） 
 ‧  特  に  な  し 

 （遅  れ  て  い  る  点） 
 ‧  特  に  な  し 
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    ⑧     ⼤  学  改  ⾰  に  関  す  る  ⽬  標                                                                                  

 評  価  判  断  理  由 

 Ｂ 

 中  期  計  画  を  概  ね  達  成  す  る 
 【標  準】 

 「個  別  記  載  事  項  ご  と」  の  評  価  の  最  終  評  点  の  平  均  値  が  2.7  以  上 
 3.4  以  下  で  あ  る  こ  と  等  を  総  合  的  に  勘  案  し  た  こ  と  に  よ  る。 

 個  別  記  載  事  項 
 計  画 
 番  号 

 達  成  度  難  易  度 
 重  要  度 

 評  点 
 取  組  毎  全  体 

 [40]  時  代  の  変  化  に  対  応  し  た  教  育  改  ⾰ 

 ①  Ⅲ 

 Ⅲ  Ｄ  ３  ３  ②  Ⅲ 

 ③  Ⅲ 

 合  計  ３ 

 項  ⽬  別  の  評  点  平  均  値  （合  計  値  ÷  個  別  記  載  事  項  の  数）  3.0 

 （特  筆  す  べ  き  点） 
 ‧  特  に  な  し 

 （遅  れ  て  い  る  点） 
 ‧  特  に  な  し 
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